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株式会社メディックスは2014年創立25周年を迎えました。

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
は
、と
あ
る
治
療
院
の
待
合
室
で

ひ
と
り
の
老
人
と
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

老
人
は
施
術
を
し
た
柔
整
師
に
深
々
と
頭
を
下
げ

あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、私
は
思
い
ま
し
た

「
辛
い
戦
争
を
経
験
し
、焼
け
野
原
と
化
し
た
戦
後
の
街
を
復
興
と
い
う
旗
の
下

今
日
の
素
晴
ら
し
い
街
に
し
て
く
れ
た
の
は
あ
な
た
で
は
な
い
で
す
か
！

自
分
こ
そ
、こ
の
老
人
に
あ
り
が
と
う
と
頭
を
下
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
に…

。

あ
な
た
の
お
か
げ
で
私
は
い
ま
を
生
き
て
い
る
」と
。

老
人
が
感
謝
の
言
葉
を
か
け
る
そ
の
前
に
は

や
さ
し
い
笑
顔
の
柔
整
師
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
老
人
の
た
め
に
な
に
も
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
こ
の
ふ
た
つ
の
笑
顔
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
る
」

25
年
前
、メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
の
物
語
は
こ
の
瞬
間
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
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第
22
回
国
家
試
験
合格者発表

「あん摩マッサージ指圧師」の
第22回国家試験が２月22日に
全国 49地区（晴眼者は６都府県、
視覚障害者は山形県、山梨県、福井県、
高知県を除く43都道府県）で行われ、
翌23日には、「はり師」と「きゅう師」の
試験が全国54地区（晴眼者は11都府県、
視覚障害者は山形県、山梨県、福井県、
高知県を除く43都道府県）で行われた。
３月２日には「柔道整復師」の国家試験が
全国10地区 12会場で行われた。
そして、それら４試験の合否結果が３月27日に
厚生労働省（厚労省）から一斉に発表された。

柔整合格率は
前回の過去最低から
持ち直し75・３％
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第22回国家試験合格率

あマ指師
はり師
きゅう師
柔道整復師

受験者数
1,747
5,036
4,998
7,102

合格者数
1,466
3,892
3,946
5,349

合格率
83.9%
77.3%
79.0%
75.3%



　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
の
教
員
は
、「
試

験
の
全
体
的
な
難
易
度
は
い
つ
も
の
年
と
あ

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、

臨
床
科
目
で
現
実
の
臨
床
に
則
し
た
問
題
が

い
く
つ
か
出
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
教
科
書
や

過
去
問
に
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
問
題
で
、

私
た
ち
教
え
る
側
か
ら
す
れ
ば
教
科
書
に
則

し
た
問
題
を
出
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
か
ら
出
題
基
準
の
改
訂
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
今
ま
で
の
と
違
う
点
が
あ
れ
ば
そ

の
点
を
抽
出
し
学
生
に
教
え
て
い
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
国
家
試
験
に

参
加
し
た
学
校
は
89
校
で
前
回
試
験
よ
り
も
２

校
減
っ
た
。
受
験
者
数
は
１
７
４
７
人
、
合
格

者
数
は
１
４
６
６
人
、
合
格
率
は
こ
の
10
年
で

１
番
低
い
83
・
９
％
と
な
っ
た
。
受
験
者
数
の

１
７
４
７
人
は
公
益
財
団
法
人
東
洋
療
法
研
修

試
験
財
団
が
試
験
を
始
め
た
平
成
４
年
以
来
最

も
少
な
い
数
。
合
格
者
数
の
う
ち
新
卒
者
が

１
４
４
０
人
で
合
格
率
が
92
・
７
％
、
既
卒
者

の
合
格
者
数
は
26
人
で
合
格
率
は
13
・
４
％
、

前
回
の
既
卒
者
の
合
格
率
31
・
１
％
に
比
べ
半

減
し
た
。 第

22
回
国
家
試
験

● 第11回～第22回あマ指師国家試験合格率推移
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93.8%
93.8%
47.1%
52.6%
90.0%
50.0%
75.0%

100.0%
69.0%

100.0%
91.4%
97.8%

100.0%
89.2%
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82.3%
96.2%
94.4%

100.0%
82.9%

100.0%
96.3%
92.3%
95.3%
46.7%
92.0%

100.0%
96.6%
88.5%
94.7%

筑波技術大学
筑波大学附属視覚特別支援学校
神奈川県立平塚盲学校
愛知県立名古屋盲学校
大阪府立視覚支援学校
福岡県立福岡高等視覚特別支援学校
函館視力障害センター
赤門鍼灸柔整専門学校
国立障害者リハビリテーションセンター
東京医療専門学校
東洋鍼灸専門学校
東京医療福祉専門学校
東京衛生学園専門学校
日本鍼灸理療専門学校
長生学園
日本指圧専門学校
国際鍼灸専門学校
湘南医療福祉専門学校
神奈川衛生学園専門学校
東海医療学園専門学校
呉竹鍼灸柔整専門学校 
専門学校名古屋鍼灸学校 
中和医療専門学校 
京都仏眼鍼灸理療専門学校 
京都府立視力障害者福祉センター 
大阪行岡医療専門学校長柄校 
関西医療学園専門学校 
四国医療専門学校 
鹿児島鍼灸専門学校 
呉竹医療専門学校

受験者数 合格者数
総数

合格率
学校名 あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・

は
り
師
・
き
ゅ
う
師

● 第22回 あん摩マッサージ指圧師国家試験　学校別合格状況
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受
験
者
数
15
人
未
満
の
学
校
は
省
略
し
た
。
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は
り
師
の
受
験
参
加
校
は
１
６
４
校
で
、
受

験
者
数
５
０
３
６
人
、
合
格
者
数
３
８
９
２

人
、
合
格
率
77
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
き
ゅ

う
師
は
受
験
参
加
校
１
６
４
校
、
受
験
者
数

４
９
９
８
人
、
合
格
者
数
３
９
４
６
人
、
合
格

率
79
・
０
％
だ
っ
た
。
受
験
参
加
校
は
前
回
よ

り
２
校
増
加
し
て
い
る
が
、
受
験
者
数
、
合
格

者
数
と
も
減
少
し
て
い
る
。

　

は
り
、
き
ゅ
う
の
学
校
の
教
員
は
試
験
の
内

容
に
つ
い
て
、「
午
前
の
解
剖
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
、
臨
床
医
学
各
論
で
は
基
本

問
題
以
外
に
教
科
書
や
過
去
問
だ
け
で
は
解
け

な
い
よ
う
な
問
題
が
出
て
戸
惑
っ
た
受
験
生
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
東
洋
医
学
系
が
多
い
午

後
の
試
験
の
８
割
方
は
標
準
的
な
問
題
で
、
午

前
の
難
し
い
問
題
と
午
後
の
易
し
い
問
題
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

近
年
の
特
徴
と
し
て
設
問
に
わ
ざ
と
難
し
い
用

語
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
普
段
か

ら
の
勉
強
が
よ
り
大
事
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
」。
ま
た
、
平
成
26
年
か
ら
出
題
基
準
が
改

訂
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
学
の
ウ
エ
ー
ト
が
増
し
、
臨
床
医
学

各
論
の
病
気
の
種
類
が
か
な
り
増
え
、
場
合
に

よ
っ
て
は
医
学
書
で
病
気
の
種
類
を
覚
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
の
合
格
率
は
少
し
下

が
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
語
っ
た
。
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● 第11回～第22回はり師国家試験合格率推移

● 第11回～第22回きゅう師国家試験合格率推移

特 集
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て
８
割
以
上
正
解
し
な
け
れ
ば
不
合
格
と
な
る

必
須
問
題
に
図
が
登
場
し
た
の
が
特
徴
で
し

た
」
と
言
う
。

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
受
験
者
数

は
、
平
成
14
年
度
の
２
１
８
４
人
を
ピ
ー
ク
に

低
落
傾
向
に
あ
る
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
国
試

の
中
で
一
番
少
な
い
数
に
な
っ
た
。
ま
た
、
は

り
師
、
き
ゅ
う
師
は
平
成
18
年
度
の
第
15
回
で

受
験
生
が
５
０
０
０
人
を
超
え
て
以
来
、
毎
回

ほ
ぼ
５
０
０
０
人
台
だ
が
こ
ち
ら
も
若
干
の
減

少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
募
集
定
員
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
学
校
が
新
入
生
の
募
集
を

停
止
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
少
子
化
が
そ
の

一
因
だ
ろ
う
。
あ
る
学
校
関
係
者
は
「
定
員
に

満
た
な
い
と
こ
ろ
と
す
ぐ
に
定
員
に
達
す
る
学

校
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
」
と
語
る
。
来
年

度
は
出
題
基
準
が
改
訂
さ
れ
、
学
校
の
真
の
実

力
が
試
さ
れ
る
年
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

柔
道
整
復
師
の
学
部
、
学
科
を
持
つ
大
学
が

15
校
と
増
え
る
傾
向
に
あ
る
が
、
合
格
率
だ
け

で
見
る
と
３
年
間
で
も
４
年
間
の
勉
強
で
も
大

差
な
い
。
勉
学
す
る
内
容
の
深
さ
が
違
う
か
も

知
れ
な
い
が
、
大
学
側
に
と
っ
て
こ
の
１
年
間

の
差
が
ど
の
よ
う
に
違
う
も
の
か
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
大
事
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
柔
整
施
術
の

エ
ビ
デ
ン
ス
が
希
薄
と
審
議
委
員
会
等
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
で
エ
ビ
デ
ン
ス
の
た
め

の
研
究
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
が
大
学

の
業
界
に
お
け
る
存
在
意
義
の
１
つ
と
し
て
数

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

受
験
者
数
は
過
去
最
高
だ
っ
た
第
18
回
に

並
ぶ
７
１
０
２
人
で
、
合
格
者
数
５
３
４
９

人
、
合
格
率
は
75
・
３
％
だ
っ
た
。
前
回
の

合
格
率
は
68
・
２
％
で
公
益
財
団
法
人
柔
道

整
復
研
修
試
験
財
団
が
試
験
を
始
め
て
以
来

の
最
低
の
数
値
だ
っ
た
が
今
回
は
持
ち
直
し

た
。

　

受
験
に
参
加
し
た
学
校
は
短
期
大
学
を
含
む

大
学
が
12
校
、
専
門
学
校
が
１
０
０
校
で
合
計

１
１
２
校
と
前
回
と
比
べ
３
校
増
え
、
受
験
者

数
５
９
９
人
、
合
格
者
数
９
１
１
人
と
前
回
と

比
べ
両
方
と
も
増
加
し
た
。
大
学
と
専
門
学
校

で
合
格
率
を
比
較
し
て
み
る
と
大
学
の
合
格
率

は
79
・
９
％
（
新
卒
）、
専
門
学
校
の
合
格
率

は
74
・
９
％
（
新
卒
）
と
合
格
率
で
は
大
き
な

差
は
見
ら
れ
な
い
。

　

学
校
関
係
者
は
今
回
の
試
験
に
つ
い
て
、「
前

回
か
ら
設
問
の
言
い
回
し
方
が
変
わ
っ
た
り
、

今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
新
た
な
形
式

の
問
題
を
導
入
し
た
り
で
、
答
え
は
難
し
く
な

い
が
戸
惑
う
受
験
生
で
大
勢
い
て
前
回
は
合
格

率
を
落
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
教
え
る

側
も
試
験
を
受
け
る
側
も
そ
ん
な
問
題
に
慣
れ

た
こ
と
が
合
格
率
の
上
が
っ
た
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
柔
整
学
校
の
大
幅
増
加
で
教
員

が
自
分
の
学
校
に
存
続
の
危
機
を
感
じ
、
合
格

率
を
上
げ
る
た
め
必
死
に
補
講
を
繰
り
返
し
た

こ
と
も
一
因
で
し
ょ
う
」。
ま
た
別
の
関
係
者

は
「
今
回
は
普
通
に
勉
強
し
て
い
る
と
普
通
に

解
け
る
問
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
年
は
初
め

● 第11回～第22回柔道整復師国家試験合格率推移
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● 掲載の表について
受験者数、合格者数、合格率は特に表記していない場合、新卒者と既卒者を合計した総数を本欄では使用している。
すべての受験校の詳細は、日本手技療法協会のホームページ（http://www.e-shugi.jp）で公開している。

特 集
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帝京平成大学ヒューマンケア学部
明治鍼灸大学医療技術短期大学部
明治国際医療大学
了徳寺大学
帝京短期大学
帝京大学
帝京平成大学地域医療学部
関西医療大学
東京有明医療大学
帝京科学大学医療科学部柔道整復学科
帝京科学大学医療科学部東京柔道整復学科
浜松大学
北海道柔道整復専門学校
日本工学院北海道専門学校
北海道メディカル・スポーツ専門学校
札幌青葉鍼灸柔整専門学校
北東北東洋医療専門学校
盛岡医療福祉専門学校
赤門鍼灸柔整専門学校
仙台接骨医療専門学校
東日本医療専門学校
福島医療専門学校
郡山健康科学専門学校
前橋東洋医学専門学校
育英メディカル専門学校
さいたま柔整専門学校
大川学園医療福祉専門学校
大宮医療専門学院
東京柔道整復専門学校
東京医療専門学校
日本柔道整復専門学校
大東医学技術専門学校
帝京医学技術専門学校
日体柔整専門学校
了徳寺学園医療専門学校
朋友柔道整復専門学校
中央医療学園専門学校
東京メディカル・スポーツ専門学校
日本医療ビジネス大学校
日本健康医療専門学校
日本工学院八王子専門学校
日本医学柔整鍼灸専門学校
関東柔道整復専門学校
山野医療専門学校
北豊島医療専門学校
東京医学柔整専門学校
新宿鍼灸柔整専門学校
呉竹鍼灸柔整専門学校
神奈川柔道整復専門学校
横浜医療専門学校
信州医療福祉専門学校
長野救命医療専門学校
北信越柔整専門学校
岐阜保健短期大学医療専門学校
専門学校浜松医療学院
静岡医療学園専門学校

受験者数 合格者数
総数

合格率
学校名

22
4
94
65
10
43
7
96
118
83
116
111
177
75
126
164
93
40
10
136
150
123
72
60
49
103
158
128
45
35
30
30
39
1

108
49
62
51
118
34
70
21
104
25
16
57
122
30
69
27
28
82
42
56
13
9

7102

20
0
92
58
0
24
0
59
107
46
86
72
118
38
99
100
53
16
2
88
106
95
64
50
30
65
158
95
31
29
27
25
21
1
67
38
36
43
83
25
39
13
67
23
14
48
104
28
68
26
27
65
33
56
13
8

5349

90.9%
0.0%
97.9%
89.2%
0.0%
55.8%
0.0%
61.5%
90.7%
55.4%
74.1%
64.9%
66.7%
50.7%
78.6%
61.0%
57.0%
40.0%
20.0%
64.7%
70.7%
77.2%
88.9%
83.3%
61.2%
63.1%
100.0%
74.2%
68.9%
82.9%
90.0%
83.3%
53.8%
100.0%
62.0%
77.6%
58.1%
84.3%
70.3%
73.5%
55.7%
61.9%
64.4%
92.0%
87.5%
84.2%
85.2%
93.3%
98.6%
96.3%
96.4%
79.3%
78.6%
100.0%
100.0%
88.9%
75.3%

専門学校白寿医療学院
常葉学園医療専門学校
米田柔整専門学校
中和医療専門学校
公務員・保育・介護・ビジネス専門学校
甲賀健康医療専門学校
京都衛生専門学校
京都仏眼医療専門学校
京都医健専門学校
大阪行岡医療専門学校長柄校
関西医療学園専門学校
明治東洋医学院専門学校
森ノ宮医療学園専門学校
アムス柔道整復師養成学院
平成医療学園専門学校
国際東洋医療柔整学院
履正社医療スポーツ専門学校
西日本柔道整復専門学校
日本統合メディカル専門学校
大阪ハイテクノロジー専門学校
東洋医療専門学校
関西健康科学専門学校
朝日医療専門学校岡山校
朝日医寮専門学校広島校
ＩＧＬ医療専門学校
四国医療専門学校
福岡医療専門学校
福岡医健専門学校
福岡天神医療リハビリ専門学校
大分医学技術専門学校
今村学園ライセンスアカデミー
鹿児島第一医療リハビリ専門学校
専門学校琉球リハビリテーション学院
国際鍼灸専門学校
仙台医健専門学校
東海医療科学専門学校
トライデントスポーツ医療看護専門学校
こころ医療福祉専門学校
沖縄統合医療学院
東海リハビリテーション専門学校
名古屋医専
大阪府柔道整復師会専門学校
近畿医療専門学校
兵庫柔整専門学校
ＭＳＨ医療専門学校
河原医療福祉専門学校
九州医療スポーツ専門学校
長崎柔鍼スポーツ専門学校
呉竹医療専門学校
アルファ医療福祉専門学校
首都医校
セルテック新潟柔道整復師養成学院
大阪医専
九州医療専門学校
東京医療福祉専門学校
臨床福祉専門学校
合計

受験者数 合格者数
総数

合格率
学校名

● 第 22 回 柔道整復師国家試験　学校別合格状況
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新たなスタッフの採用を考えている
治療院にとって、毎年数多く輩出される
新たに資格を持った手技療法家や求職中の
手技療法家の中から自院にふさわしく
将来が見込める有望な人材を確保することが理想だ。
ある求人関係者は「理想は応募者数を多くして
その中から選ぶことだが、その前に自院が
求職中の資格者などから選ばれるための体制や
仕組みを知ることも大切」と話す。
現在どのような院が求職者から選ばれているのか、
また採用に当たって院側が最低、
準備や注意をしなければならないことは何か、
などのスタッフ採用のためのポイントを
専門学校の就職担当者と
ネットの求人サイトの担当者から聞く。

特 集

スタッフ
採用の
ための 

マル秘
ポイント



２
０
１
２
年
に
創
立
60
周
年
を
迎

え
た
柔
道
整
復
養
成
校
の
名
門
、

学
校
法
人
杏
文
学
園
東
京
柔
道
整
復
専

門
学
校
（
東
京
・
練
馬
区
）
管
理
部
・

広
報
担
当
で
進
路
相
談
を
行
う
雨
谷
憲

二
氏
に
学
生
の
就
職
先
の
進
路
の
傾
向

や
選
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。

　
東
京
柔
道
整
復
専
門
学
校
の
就
職
の

現
状
を
雨
谷
氏
は
、「
当
校
は
も
と
も

と
接
骨
院
、
整
骨
院
の
関
係
者
の
入
学

が
多
く
、
在
学
中
に
約
半
数
の
学
生
は

就
職
先
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
学
生
に
対
し
て
は
、
約
20

院
程
度
の
個
別
ブ
ー
ス
を
作
っ
て
採
用

担
当
者
と
面
接
す
る
就
職
相
談
会
を
毎

年
２
月
頃
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加

す
る
院
は
基
本
的
に
同
窓
生
の
院
や
卒

業
生
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
院
が
中

心
で
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
進
路

の
決
ま
っ
て
い
な
い
人
た
ち
の
半
数
が

こ
の
就
職
相
談
会
で
、
そ
の
他
の
学
生

は
３
月
下
旬
ま
で
に
は
全
員
の
進
路
が

決
ま
る
と
も
語
る
。

　
「
一
般
の
接
骨
院
か
ら
の
求
人
に
つ

い
て
も
当
然
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

求
人
票
を
記
入
い
た
だ
き
掲
示
な
ど
を

し
て
い
ま
す
」。
求
人
票
の
院
に
つ
い

て
学
生
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
の
か
尋
ね
る
と
、「
治
療
院
の
中

で
一
緒
に
働
く
の
で
、
院
長
や
ス
タ
ッ

の
内
容
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
保
険
に
入
り
ま
す
と
言
っ
て
い
て
も
実
際

に
入
ら
な
い
と
か
ね
」。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

学
校
と
し
て
事
前
に
防
ぐ
手
段
が
少
な
く
、
次

年
度
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
院
を
紹
介
し
な
い
と

の
こ
と
。

　
学
生
を
ス
タ
ッ
フ
に
採
用
し
た
い
と
考
え
た

ら
、
事
前
に
そ
の
学
校
の
就
職
担
当
者
と
会
っ

て
お
い
た
方
が
有
利
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

「
お
会
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
院
長
の

考
え
方
、
人
と
な
り
な
ど
細
か
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
そ
れ
だ
と
学
生
に
話
し
や
す
い
で
す

ね
。
求
人
票
だ
け
だ
と
細
か
い
情
報
が
分
か
ら

な
い
で
す
か
ら
。
で
き
る
だ
け
本
校
か
ら
も
お

伺
い
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
度
で
も
お

会
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
院
の
考
え
方

な
ど
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
有
利
で
す
」。
良
い

学
生
が
欲
し
け
れ
ば
自
分
か
ら
学
校
を
訪
ね
る

な
ど
し
た
方
が
良
さ
そ
う
だ
。
最
後
に
学
校
へ

の
求
人
の
特
徴
に
つ
い
て
雨
谷
氏
は
、「
う
ち

の
よ
う
な
単
科
校
は
一
学
年
１
８
０
人
く
ら
い

し
か
い
な
い
の
で
、
ほ
ぼ
全
員
の
顔
と
名
前
が

マ
ッ
チ
す
る
ん
で
す
よ
。
ど
こ
の
高
校
を
出
て

何
を
や
っ
て
い
た
か
覚
え
て
い
る
」。

　
学
校
の
職
員
は
１
カ
月
で
新
入
生
の
顔
を
覚

え
、
あ
の
子
は
あ
そ
こ
で
研
修
し
て
い
る
と
か

辞
め
た
と
か
の
情
報
も
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

学
生
獲
得
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
年
間
一
緒
に
過
ご

す
時
間
が
あ
り
、
学
生
の
性
格
も
勉
強
の
出
来

不
出
来
や
成
長
度
合
い
も
わ
か
っ
て
い
る
就
職

担
当
者
と
仲
良
く
な
る
こ
と
の
よ
う
だ
。

フ
と
人
間
関
係
が
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
を
見

極
め
る
よ
う
に
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
求
人
票

だ
け
だ
と
分
か
ら
な
い
の
で
見
学
に
行
き
な
さ

い
と
勧
め
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
面
接
に
白

衣
持
参
で
行
っ
て
２
、３
時
間
居
さ
せ
て
も
ら

う
と
か
ね
。
そ
れ
で
判
断
す
る
よ
う
に
話
し
ま

す
」
と
雨
谷
氏
。

　
社
会
保
険
な
ど
完
備
し
て
い
る
院
の
方
が
、

応
募
率
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
の
問
い

に
は
、「
あ
る
と
思
い
ま
す
。
４
、５
年
く
ら
い

前
に
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
学
生
は
ほ
と
ん
ど

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
そ
れ
を
ま
ず
最

初
に
聞
い
て
く
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。
要
は

勤
務
型
を
望
む
学
生
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。
学
生
が
勤
め
た
く
な
る
院
に
つ

い
て
は
色
々
な
こ
と
を
吸
収
し
た
い
と
い
う
学

生
は
多
い
で
す
。
外
部
の
研
修
に
行
か
せ
て
く

れ
る
と
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
を
さ
せ
て
く
れ

る
所
が
理
想
み
た
い
で
す
ね
」。

　
学
生
に
勧
め
た
く
な
る
よ
う
な
院
は
ど
ん
な

院
か
と
の
質
問
に
つ
い
て
雨
谷
氏
は
、「
柔
整

師
を
教
育
す
る
シ
ス
テ
ム
が
し
っ
か
り
出
来
て

い
る
所
で
す
ね
。
柔
整
師
に
は
卒
後
研
修
と
い

う
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
も
一
つ
の
判
断
材
料
に

な
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
長
年
や
っ
て
い
る
先
生

の
所
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
希
望
す
る
学
生
も

多
く
い
ま
す
が
、
最
後
は
先
生
と
そ
の
学
生
の

相
性
が
合
う
か
合
わ
な
い
か
。
や
っ
ぱ
り
最
後

は
人
な
ん
で
す
ね
」。

　
就
職
し
て
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
問
い

に
は
「
求
人
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険

学校法人杏文学園 東京柔道整復専門学校
管理部 ・ 広報担当

雨谷 憲二氏に聞く

「最後は先生とその学生の相性が
合うか合わないか。

やっぱり最後は人なんですね」

特 集
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に
成
功
し
て
い
る
治
療
院
は
入
社
何
年
目
の
何
歳

で
、
院
で
こ
う
い
う
役
割
を
し
て
い
る
と
こ
れ
く

ら
い
で
す
よ
と
具
体
的
に
出
し
、
年
収
の
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
ま
せ
る
の
が
上
手
い
で
す
ね
」
と
長
南

氏
は
語
る
。

　
ま
た
、
求
人
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
こ
れ
は
譲
れ
な
い
と
い
う
芯
を
決
め
て
お

く
こ
と
で
す
。
技
術
な
の
か
人
柄
な
の
か
、
絶
対

に
独
立
し
た
い
と
い
う
情
熱
な
の
か
。
採
用
す
る

相
手
に
何
を
求
め
る
の
か
と
い
う
部
分
を
強
く
持

つ
こ
と
で
す
。
譲
れ
な
い
点
を
怖
が
ら
ず
に
強
く

打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
芯
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
る
方
の
採

用
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
事
前
の
準
備
と
し
て
は
、

治
療
院
の
先
生
は
先
生
と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
上
か
ら
目
線

の
方
も
ま
れ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
な
の
で
、

面
接
の
時
の
態
度
が
必
要
以
上
に
横
柄
に
な
っ
た

り
逆
に
へ
り
く
だ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
面
接
の
場

を
固
く
考
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
う
ち
で
働
き
な
さ
い
、
働
い
て
い
た

だ
け
ま
す
か
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
一
緒
に
よ

り
良
い
院
に
し
て
い
こ
う
と
い
っ
た
関
係
を
面
接

の
時
に
作
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
と
は
細
か

い
所
で
す
が
、
院
内
や
ト
イ
レ
な
ど
を
綺
麗
に
、

常
日
頃
か
ら
き
ち
ん
と
清
掃
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。
ま
た
、
面
接
で
話
し
た
内
容
と
入
社

を
し
た
後
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し
い
と
、
思
っ
て
い

た
の
と
は
違
う
と
早
期
退
職
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
あ
り
の
ま
ま

を
素
直
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
素
直
に
伝
え
て
離
れ

る
方
で
あ
れ
ば
、
入
社
し
た
と
し
て
も
結
局
長
続

き
は
し
ま
せ
ん
か
ら
」。

　
求
人
の
成
功
は
ど
ん
な
ス
タ
ッ
フ
と
チ
ー
ム
を

組
み
た
い
か
日
頃
か
ら
考
え
て
お
き
、
面
接
を
受

け
る
人
の
熱
意
の
度
合
い
や
家
庭
環
境
、
容
姿
、
言

葉
な
ど
に
よ
っ
て
芯
が
ブ
レ
な
く
す
る
こ
と
が
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
だ
ろ
う
。

次
に
既
存
の
資
格
者
か
ら
の
応
募
が
多

い
と
思
わ
れ
る
創
立
７
年
目
の
ネ
ッ

ト
求
人
サ
イ
ト
、
オ
ネ
ス
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

の
株
式
会
社
リ
ジ
ョ
ブ
（
東
京
・
新
宿
区
）

の
取
締
役
長
南
岳
彦
氏
に
聞
い
た
。

　
ま
ず
、
リ
ジ
ョ
ブ
に
つ
い
て
長
南
氏
は
、

「
弊
社
は
治
療
業
界
や
そ
の
他
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
界
な
ど
の
業
界
に
特
化
し

て
運
営
す
る
成
果
型
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

求
人
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
ネ
ッ
ト
の
広
告
で

打
ち
出
す
と
と
も
に
リ
ジ
ョ
ブ
に
登
録
さ

れ
て
い
る
治
療
家
の
方
も
た
く
さ
ん
お
り
、

治
療
院
か
ら
直
接
面
接
を
し
ま
せ
ん
か
と

ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
完
結
し
た
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、
営
業
・

管
理
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ

ム
手
数
料
こ
そ
若
干
は
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
合
算
し
て
も
人
材
紹
介
の

３
分
の
１
以
下
と
い
わ
れ
る
採
用
者
１
人

当
た
り
15
万
円
強
で
済
み
ま
す
。
シ
ス
テ

ム
手
数
料
は
月
額
１
万
円
程
度
か
ら
利
用

可
能
で
す
。
こ
の
手
数
料
に
よ
っ
て
掲
載

で
き
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
使
用
で
き
る
オ
プ

シ
ョ
ン
が
異
な
っ
て
き
ま
す
」。

　
応
募
が
多
い
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
注
意
事
項
も
併
せ
て
聞
い
た
。

　
「
リ
ジ
ョ
ブ
全
体
的
な
話
に
な
り
ま
す

が
、
写
真
が
大
切
な
要
素
に
な
り
ま
す
。

院
内
や
勤
務
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
雰
囲

気
が
分
か
る
よ
う
な
写
真
で
す
ね
。
注
意

事
項
は
募
集
内
容
を
大
き
く
見
せ
よ
う
と

し
て
、
給
料
を
実
際
は
18
万
円
し
か
選
択

肢
が
な
い
の
に
18
〜
30
万
円
以
上
と
か
書

い
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
面
接
に
行
き
応

募
者
に
提
示
さ
れ
た
の
は
18
万
円
で
『
私

は
最
低
の
金
額
？
』
と
思
い
、
内
定
が
出

て
も
辞
退
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
採
用「広告規制」
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施
術
日
又
は
施
術
時
間 

そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
事
項 

前
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
広
告

を
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

そ
の
内
容
は
、
柔
道
整
復
師

の
技
能
、
施
術
方
法
又
は
経

歴
に
関
す
る
事
項
に
わ
た
つ

て
は
な
ら
な
い
。（
原
文
の

ま
ま
）

　

四
の
「
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
は
「
１ 

ほ
ね
つ
ぎ
（
又
は
接
骨
）　

２ 

医
療

保
険
療
養
費
支
給
申
請
が
で
き
る
旨

（
脱
臼
又
は
骨
折
の
患
部
の
施
術
に

係
る
申
請
に
つ
い
て
は
医
師
の
同
意

が
必
要
な
旨
を
明
示
す
る
場
合
に
限

る
）　

３ 

予
約
に
基
づ
く
施
術
の
実
施　

４ 

休
日
又
は
夜
間
に
お
け
る
施
術
の

実
施　

５ 

出
張
に
よ
る
施
術
の
実
施　

６ 

駐
車
設
備
に
関
す
る
事
項
」と
な
っ

て
い
る
。

　

厳
密
に
い
え
ば
整
骨
は
名
称
と
し

て
使
え
な
い
が
、
一
般
的
な
認
知
が

　

会
計
検
査
院
な
ど
は
柔
道

整
復
の
療
養
費
に
つ
い
て
是

正
を
求
め
、
そ
の
都
度
、
厚

生
労
働
省
（
厚
労
省
）
は
是

正
を
行
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

療
養
費
の
適
正
化
の
動
き
と

同
時
に
近
年
、
療
養
費
以
外

の
「
広
告
」
や
「
設
備
基
準
」

な
ど
の
適
正
化
に
動
き
だ
す

自
治
体
が
増
え
て
き
た
。
今

回
は
治
療
院
の
運
営
上
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
広
告

規
制
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

「広告規制」
特 集

　

柔
道
整
復
（
柔
整
）
師
、あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
（
あ
マ
指
）
師
、
は
り
・

き
ゅ
う
（
鍼
・
灸
）
師
の
国
家
資
格

者
の
業
務
お
よ
び
施
術
所
に
関
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
で
「
広
告
」
に
規

制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
十
四
条 　

柔
道
整
復
の
業
務

又
は
施
術
所
に
関
し
て
は
、
何
人
も
、

文
書
そ
の
他
い
か
な
る
方
法
に
よ
る

を
問
わ
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
除

く
ほ
か
、
広
告
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

柔
道
整
復
師
で
あ
る
旨
並

び
に
そ
の
氏
名
及
び
住
所 

施
術
所
の
名
称
、
電
話
番

号
及
び
所
在
の
場
所
を
表

示
す
る
事
項 

［
国
家
資
格
者
の

広
告
規
制
］

［
柔
道
整
復
師
法
］

いまさら聞けない治療院の常識 永久保存版 

19 No.43 ／ 2014 ／ Spring

一二

三四
２



広
ま
り
、「
法
に
は
触
れ
る
が
、
慣
例

上
認
め
て
い
る
」
と
い
う
あ
い
ま
い

な
状
況
だ
。

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
（
略

称
あ
は
き
法
）
も
柔
道
整
復
の
法
律
と

ほ
ぼ
同
じ
規
制
で
、
施
術
者
で
あ
る
旨

並
び
に
施
術
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
業

務
の
種
類
、
施
術
所
の
名
称
、
電
話
番

号
及
び
所
在
の
場
所
を
表
示
す
る
事

項
、
施
術
日
ま
た
は
施
術
時
間
と
な
っ

て
お
り
、「
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
は
、「
１ 

も
み
り
ょ
う
じ 

２ 

や
い
と
、
え
つ 

３ 

小
児
鍼
（
は
り
） 

４ 

医
療
保
険
療
養
費

支
給
申
請
が
で
き
る
旨
（
申
請
に
つ
い

て
は
医
師
の
同
意
が
必
要
な
旨
を
明
示

す
る
場
合
に
限
る
） 

５ 

予
約
に
基
づ

く
施
術
の
実
施   

６ 

休
日
又
は
夜
間

に
お
け
る
施
術
の
実
施  

７ 

出
張
に
よ

る
施
術
の
実
施  

８ 

駐
車
設
備
に
関
す

る
事
項
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
然
、
治
療
院
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

看
板
や
旗
類
、
ま
た
作
成
し
た
チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
こ
の
規
制
の
対
象

と
な
る
。
施
術
所
を
開
設
す
る
場
合
に

は
一
部
例
外
は
あ
る
が
、
開
設
場
所
を

所
轄
す
る
保
健
所
等
に
開
設
届
け
を
提

出
し
、
そ
こ
か
ら
看
板
等
も
含
め
た
施

術
所
の
法
律
に
準
じ
た
検
査
を
受
け
、

不
適
切
な
場
合
は
指
導
を
受
け
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

　

時
に
規
制
外
の
文
言
が
載
る
看
板

や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
る
の
は
開
設
後
に
、
院
の

外
壁
に
法
律
の
規
制
外
の
ポ
ス
タ
ー

を
貼
っ
た
り
、
看
板
、
チ
ラ
シ
等
に

規
制
外
の
文
言
を
付
け
加
え
た
り
す

る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
そ
れ

が
で
き
る
か
と
い
う
と
一
般
や
同
業

者
か
ら
の
通
報
等
が
な
け
れ
ば
、
保

健
所
等
は
調
査
し
て
改
善
を
求
め
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
だ
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
９
月
に
通
報
を
待
た

ず
に
調
査
し
、
改
善
を
求
め
た
自
治
体

が
あ
っ
た
。
厚
労
省
の
「
自
治
体
が
一

般
か
ら
の
通
報
を
待
た
ず
に
独
自
の
判

断
で
調
べ
る
例
は
『
聞
い
た
こ
と
が
な

い
』
と
の
コ
メ
ン
ト
も
記
事
中
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
９
月
21
日
付
け
毎

日
新
聞
の
記
事
を
一
部
要
約
し
て
紹
介

す
る
。

　
「
看
板
修
正
相
次
ぐ
、
奈
良
県
橿
原
市

［
調
査
と
改
善
指
導
］

が
接
骨
院
な
ど
に
改
善
要
求
」「
橿
原

市
が
９
月
か
ら
、
接
骨
院
や
整
骨
院
な

ど
柔
道
整
復
師
法
に
基
づ
く
施
術
所
に

対
し
、『
肩
こ
り
』『
腰
痛
』『
五
十
肩
』

な
ど
に
対
す
る
効
能
を
う
た
っ
た
違
法

な
広
告
を
や
め
る
よ
う
改
善
を
求
め
始

め
た
と
こ
ろ
、
看
板
を
修
正
す
る
施
術

所
が
相
次
い
で
い
る
。（
中
略
）　

広
告

に
は
▽
氏
名
▽
所
在
地
▽
電
話
番
号

▽
施
術
日
と
時
間
な
ど
し
か
掲
載
で
き

ず
、
違
反
者
に
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
。（
中
略
）　

施
術
所
へ

の
立
ち
入
り
権
限
は
こ
れ
ま
で
県
に
あ

り
、
通
報
を
受
け
て
調
査
す
る
の
が
通

常
だ
っ
た
が
、
権
限
が
市
に
移
管
さ
れ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
効
能
を
強
調
し

た
広
告
を
放
置
す
る
と
、
保
険
対
象
外

の
症
例
が
、
保
険
適
用
さ
れ
る
と
誤
解

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
改
善
に
乗
り

だ
し
た
。
ま
た
、『
鍼
灸
接
骨
院
』
と

い
う
看
板
も
散
見
さ
れ
る
が
、
法
律
が

異
な
る
の
で
『
鍼
灸
院
』
と
『
接
骨
院
』

に
分
け
る
よ
う
求
め
て
い
る
」

　

厚
労
省
は
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年

１
月
、
全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会

議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
来
年
度

の
予
算
と
次
年
度
の
政
策
お
よ
び
現
状

と
課
題
を
周
知
し
、
円
滑
な
事
業
運
営

を
図
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
会
議
の
医
政
局
医
事
課
か
ら
の

資
料
の
中
に
「
広
告
の
指
導
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
。

　
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は

り
師
、
き
ゅ
う
師
及
び
柔
道
整
復
師

の
業
及
び
施
術
所
に
関
す
る
広
告
に

つ
い
て
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い

る
事
項
以
外
は
広
告
で
き
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
毎
年
、
全
国
医
政
関
係

主
管
課
長
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
遵

守
の
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
、

『
交
通
事
故
治
療
専
門
』
や
『
む
ち
打

ち
専
門
』
と
い
っ
た
広
告
違
反
が
行

わ
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
当
課
に
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り　
（
中
略
）　

つ

い
て
は
、
広
告
可
能
事
項
に
該
当
し

な
い
『
交
通
事
故
』
と
い
っ
た
文
言

や
料
金
に
つ
い
て
、
広
告
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
施
術

所
の
開
設
者
に
対
す
る
指
導
の
徹
底

を
図
ら
れ
た
い
」
と
徹
底
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
」

　

こ
の
よ
う
な
広
告
規
制
強
化
の
記

事
等
を
紹
介
す
る
と
、
す
ぐ
に
厳
し

く
な
る
と
捉
え
る
人
も
い
る
が
、
取

り
締
ま
る
側
の
人
員
や
人
件
費
の
関

係
も
あ
り
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の

方
向
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
も
の
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の
早
急
な
話
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

治
療
院
の
関
係
者
は
こ
れ
を
良
い
機

会
だ
と
考
え
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
基
づ
い
た
心
構
え
や
行
動
規
範
の

構
築
の
た
め
の
行
動
を
少
し
ず
つ
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
実
際
に

橿
原
市
の
担
当
者
に
話
を
聞
く
と
「
登

庁
途
中
や
街
に
公
務
で
出
か
け
た
際

に
看
板
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
違
反
物
を
見
つ
け
た
場
合
は

指
導
を
し
て
い
ま
す
」
と
本
格
的
に

チ
ー
ム
を
組
ん
で
や
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
の
こ
と
。

　

医
業
の
世
界
に
は
、「
医
業
若
し
く

は
歯
科
医
業
又
は
病
院
若
し
く
は
診

療
所
に
関
し
て
広
告
し
う
る
事
項
等

及
び
広
告
適
正
化
の
た
め
の
指
導
等

に
関
す
る
指
針
（
医
療
広
告
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）」
が
あ
る
。

　

13
年
９
月
27
日
に
更
新
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
だ
が
、
こ
の
中
に
医
療

に
関
す
る
広
告
と
み
な
さ
れ
な
い
も

の
と
し
て

①　

学
術
論
文
、
学
術
発
表
等

②　

新
聞
、
雑
誌
等
に
お
け
る
記
事

③　

体
験
談
、
手
記
等

④　

病
院
や
診
療
所
の
待
合
室
等

　
　

の
院
内
掲
示
、
院
内
で
配
布

　
　

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

⑤　

患
者
等
か
ら
の
申
し
出
に
応

　
　

じ
て
送
付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　

ト
や
電
子
メ
ー
ル

⑥　

医
療
機
関
の
職
員
募
集
に
関

　
　

す
る
広
告

⑦　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
条
件

が
付
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
し
て
は
、「
バ
ナ
ー
広
告
、
あ
る
い

は
検
索
し
た
際
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
表
示
さ
れ
る
も
の
や
費
用
を
支
払
う

こ
と
に
よ
っ
て
意
図
的
に
検
索
結
果
と

し
て
上
位
に
表
示
さ
れ
る
状
態
に
し
た

も
の
な
ど
は
広
告
と
し
て
取
り
扱
う
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
に
は
「
あ
ん

摩
業
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
、
は
り
業
や
柔

道
整
復
業
ま
た
は
そ
れ
ら
の
施
術
所
の

広
告
は
対
象
で
は
な
い
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
都
内
の
保
健
所
の

担
当
者
に
広
告
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ
「
対
象
外
で
す
」
と
明
快
に

述
べ
た
も
の
の
、「
あ
は
き
、
柔
整
の

法
律
に
は
広
告
の
細
か
い
こ
と
が
書
か

れ
て
お
ら
ず
、
細
か
い
問
い
合
わ
せ
等

の
場
合
な
ど
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
添
う
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
保
健
所
に

よ
っ
て
判
断
が
違
う
場
合
が
あ
る
の
で

所
轄
の
保
健
所
に
確
認
し
て
欲
し
い
」

と
答
え
て
く
れ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
掲

示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
求
人
広
告
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
工
夫
し
て
多
様
な
展
開

も
考
え
ら
れ
る
。
し
ゃ
く
し
定
規
に
あ

は
き
、
柔
整
の
法
律
に
則
る
だ
け
で
は

な
く
、
保
健
所
の
指
導
の
下
に
新
た
な

順
法
広
告
を
考
え
て
み
る
余
地
は
残
さ

れ
て
い
る
。

　

民
間
資
格
の
施
術
所
、
民
間
資
格
者

は
一
般
の
法
律
や
公
序
良
俗
に
反
し
な

い
限
り
、
ほ
ぼ
フ
リ
ー
の
状
態
で
広
告

が
出
せ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
国
家
資

格
者
に
対
す
る
規
制
は
あ
ま
り
に
も
強

い
と
感
じ
る
の
は
国
家
資
格
者
だ
け
で

は
な
い
。
民
間
資
格
の
施
術
所
の
急
増

に
伴
い
、医
師
に
適
用
さ
れ
て
い
る
「
医

療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
よ
う
な
基

準
を
柔
整
師
、
あ
マ
指
師
、
は
り
・
き
ゅ

う
師
と
そ
の
施
術
所
に
適
用
す
る
た
め

の
動
き
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
医
療
広
告

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
］
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１
２
０
万
円
を
上
限
と
し
て
患
者
さ
ん

は
、
負
担
な
し
で
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
問
題
は
、
そ
の
範
囲
を

超
え
た
場
合
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
に
お
け
る
「
治
療
に
関
す

る
費
用
」
は
１
２
０
万
円
ま
で
で
す
。

　
そ
の
中
で
適
用
さ
れ
る
項
目
は
、
い
わ

ゆ
る
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
る「
治
療
費
」

以
外
も
「
交
通
費
」「
休
業
損
害
」「
慰
謝

料
」
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
過
失
事
案
に
お
い
て
そ
れ
ら
が

１
２
０
万
円
を
越
え
た
場
合
で
あ
れ
ば
、

治
療
費
を
含
め
た
諸
々
の
費
用
は
、
患
者

さ
ん
も
負
担
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
示
し
た
例
を
見
て
下
さ
い
（
人
身

傷
害
保
険
は
適
用
し
な
い
と
す
る
）

い
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
依
頼
を
頂
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

業
務
と
し
て
拝
見
し
ま
す
と
、
小
委
員

会
で
問
題
と
な
っ
た
「
柔
整
師
法
か
ら
み

た
広
告
規
制
」
の
ポ
イ
ン
ト
外
で
の
問
題

点
が
、９
割
以
上
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
に
「
治
療

費
０
円
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
広
告
表
記
は
「
何
が
問
題
点
な
の

か
？
」
と
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
掲
載
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

交
通
事
故
の
多
く
は
、
自
賠
責
保
険

が
適
用
さ
れ
加
害
者
側
任
意
保
険
会

社
が
「
一
括
請
求
」
を
対
応
し
、
か

つ
「
自
賠
責
保
険
適
用
事
案
」
の
中
で

70
％
以
上
の
過
失
割
合
が
無
い
場
合
は
、

　

１
月
下
旬
に
お
け
る
「
柔
道
整
復
師
小

委
員
会
」
か
ら
の
広
告
規
制
に
関
す
る
報

告
と
、
３
月
22
日
付
け
の
朝
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
記
事
は
お
お
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
記
事
へ
の
共
感

も
多
く
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
は
た
し
て

「
何
が
ど
う
し
て
い
け
な
い
の
か
」
と
、
根

拠
を
も
っ
て
説
明
で
き
る
方
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

交
通
事
故
事
案
に
お
け
る
問
題
点
の
１
つ

を
、
私
が
主
宰
す
る
勉
強
会
で
も
説
明
し
て

い
る
内
容
に
少
し
触
れ
な
が
ら
、
ご
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

勉
強
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
う
ち
に
「
う
ち
の
Ｈ
Ｐ
で

記
載
に
問
題
が
な
い
か
、
見
て
も
ら
え
な

A

A

B

同じ幅員のＴ字交差点にて直進車Ａさんと
左折（もしくは右折）車のＢさんの衝突。
適用基本過失割合：A30：B70

（別冊判例タイムズ No.16 民事交通訴訟における過失
相殺率の認定基準 P173  図 93「Ｔ字路交差点における
事故」参照）

において
＜Ａさんにかかった総額＞
治療期間：6ヶ月間
治療費：70万円
休業損害：40万円
慰謝料：89万円

（東京地方裁判所民事 27 部編集「通称：赤い本 2014  
P156  入通院慰謝料  別表Ⅱ参照）

ここに過失相殺計算をすると、それぞれの
項目に 30％の自己負担が発生する。
治療費：21万円
休業損害：12万円
慰謝料：26.7万円
これらの負担分を、唯一プラスで発生する
慰謝料から相殺計算するしかなく、以下となる。
89-（21+12+26.7）=29.3万円（最終受取金額）

「治療費0円」
広告に潜む落とし穴

株式会社 プライムケア代表取締役　杉本 容、
交通事故事案における問題点とは？
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法律関係監修：弁護士　阿久津 真也（東京弁護士会所属）

知らなかったでは済まされない



と
い
う
言
葉
が
安
売
り
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
そ
れ
を
掲
げ
て
い
れ
ば

集
客
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
知
識
不
足
と
し
か
思
え
な
い

よ
う
な
表
記
が
、
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
ま
す
。

　

知
ら
な
い
で
や
っ
て
い
る
な
ら
、「
怖

さ
」
を
知
ら
な
い
故
に
平
気
で
出
せ
る
の

で
し
ょ
う
。
も
し
も
知
っ
て
い
て
や
っ
て

い
る
な
ら
ば
「
確
信
犯
」
で
す
。

　

医
療
を
通
し
て
地
域
貢
献
す
る
仕
事

の
は
ず
が
、
正
し
い
知
識
を
持
た
ず
に

掲
載
し
て
、
患
者
さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け

て
い
る
の
な
ら
ば
、
本
末
転
倒
で
は
無

い
で
し
ょ
う
か
？

　

交
通
事
故
事
案
は
他
に
も
多
く
の
問
題

点
が
あ
り
、「
０
円
広
告
」
は
氷
山
の
一

角
で
す
。

　
そ
れ
ら
は
、「
知
識
不
足

か
ら
く
る
思
い
込
み
」
か

ら
交
通
事
故
を
取
り
組
ん

で
い
る
、
医
療
界
全
体
に

蔓
延
し
た
文
化
が
も
た
ら

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
経
験
が
あ
っ
て
分
か
っ
て
い
る
つ
も

り
」
で
も
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
「
コ
ン
サ

ル
」
を
受
け
て
い
る
と
し
て
も
、
根
拠
が

あ
る
正
し
い
情
報
か
ど
う
か
を
見
極
め
る

モ
ノ
サ
シ
が
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
の

も
現
状
で
す
。

　
そ
し
て
、そ
の
知
識
不
足
に
よ
る
影
響
は

医
療
者
に
は
さ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
診
断
権
を
持
た
な

い
柔
道
整
復
師
の
関
与
は
損
害
賠
償
上
で

不
利
に
働
く
ケ
ー
ス
も
多
く
、
最
終
的
に

困
る
の
は
患
者
さ
ん
で
す
。

　

今
こ
そ
、
儲
け
話
で
は
な
い
交
通
事
故

の
知
識
が
、
必
須
な
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

い
る
だ
け
で
お
か
し
な
事
で
す
し
、
症
状

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
の
場
合
は

ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
？

　
交
通
事
故
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
「
治
療

費
０
円
広
告
」
は
適
用
出
来
な
い
ケ
ー
ス

に
も
遭
遇
し
ま
す
。

　

該
当
し
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
見

れ
ば
、
そ
の
広
告
は
誇
張
な
ら
ま
だ
よ
く
、

下
手
す
れ
ば
虚
偽
広
告
に
よ
る
集
客
と
評

価
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
な
る
と
同
時
に
併
記
さ
れ
る
事
の

多
い
「
交
通
事
故
専
門
治
療
院
」
と
い
う

表
現
も
、
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。

　
『
私
は
事
故
治
療
の
プ
ロ
だ
か
ら
』
と

言
っ
た
反
論
だ
と
し
て
も
、「
０
円
」
を

信
じ
て
き
た
患
者
さ
ん
に
通
用
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
『
い
や
プ
ロ
な
ら
、
そ
れ
ぐ
ら
い
知
っ

て
い
て
当
然
だ
』
と
患
者
さ
ん
に
言
わ
れ

て
も
抗
弁
出
来
ま
せ
ん
。

　

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
を
、
舞
台
裏

ま
で
見
て
き
た
立
場
と
し
て
は
、「
プ
ロ
」

　

と
な
り
、
実
際
は
「
治
療
費
０
円
」
に

な
っ
て
は
お
ら
ず
、
患
者
さ
ん
の
自
己
負

担
が
発
生
す
る
事
例
は
、
決
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

接
骨
院
側
か
ら
す
れ
ば

・
多
く
て
月
10
万
円
前
後
の
療
養
費
で
あ

り
、
数
ヶ
月
で
あ
れ
ば
１
２
０
万
円
に

は
ほ
ど
遠
い
だ
ろ
う

・
患
者
さ
ん
は
警
察
か
ら
は
「
被
害
者
」
と

し
て
説
明
さ
れ
て
い
て
、
患
者
自
身
も

来
院
し
た
際
に
被
害
者
と
言
っ
て
い
た

・
被
害
者
だ
か
ら
、
実
際
に
保
険
会
社
が

一
括
対
応
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
捉
え
て
い
た
と
し
て
も
、実
際
に
は「
過

失
事
案
」
か
も
し
れ
な
い
で
す
し
、
接
骨

院
が
把
握
し
て
い
な
い
、
他
の
費
用
が
支

払
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

例
に
出
し
た
ケ
ー
ス
の
反
論
と
し
て

「
治
療
は
短
期
間
で
切
っ
て
し
ま
い
、
自

賠
責
保
険
範
囲
内
で
終
わ
ら
せ
れ
ば
過
失

相
殺
が
発
生
し
な
い
」
と
し
て
も
、
そ
れ

は
症
状
で
は
な
く
金
銭
事
情
で
対
応
し
て

2002年：『日本マクドナルド』、『ア
リコジャパン』を経て2005年：乗
合保険代理店『㈱ライフナビ』
へ転籍し「生命・損害保険プロ」
として第一線で活躍。
2009 年：自身の事故受傷経験と
保険知識から、交通事故専門医
療コーディネートによる被害者
支援・救済活動、及び整骨院運
営の為に『株式会社プライムケ
ア』設立。2013 年：手技療法の
効果を実感し、正しい医療を学
ぶ為に『柔道整復師』取得

株式会社 プライムケア
代表取締役　杉本 容、

特集・「治療費0円」広告に潜む罠
交通事故事案における問題点とは？

27 No.43 ／ 2014 ／ Spring











oxygen
 cap

sule

3233 No.43 ／ 2014 ／ SpringNo.43 ／ 2014 ／ Spring

監修協力
■医療法人社団 大智会 市橋クリニック
　理事長  市橋 研一先生
　〒658-0013
　兵庫県神戸市東灘区深江北町5-7-15
　TEL 078-411-0619

撮影協力
■薮下整骨院
　〒243-0018
　神奈川県厚木市中町4-12-10　
　グリーンフィル1F
　TEL 046-240-9525

取材協力
■目黒中央整骨院
　〒152-0001
　東京都目黒区中央町2-28-13　
　TEL 03-3716-4166
■雨宮整骨院
　〒102-0074
　東京都千代田区九段南3-4-17
　T&Tビル2F
 　TEL 03-5213-3233
■聖和整骨院
　〒179-0085
　東京都練馬区早宮3-3-1
　エクサラント早宮1F
　TEL 03-5999-2272

資料提供＊順不同

■株式会社sowa
■株式会社カワサキモータースジャパン
■株式会社神戸メディケア
■日本ライトサービス株式会社
■株式会社タイムワールド
■ファイテン株式会社
■株式会社MO2コーポレーション
■株式会社健康気圧酸素研究所

酸素カプセルに
期待される効果

タイプ

全自動機能

最大圧力

調整可能気圧単位

濃縮酸素発生機

耳抜き補助機能

クーラー

インターフォン

タイマー設定時間

参考価格（本体のみ）

本体サイズ（mm）
コントローラーサイズ（mm）
電源

消費電力（W）

60分あたりの電気代※

タイプ

全自動機能

最大圧力

調整可能気圧単位

濃縮酸素発生機

耳抜き補助機能

クーラー

インターフォン

タイマー設定時間

参考価格（本体のみ）

本体サイズ（mm）
コントローラーサイズ（mm）
電源

消費電力（W）

60分あたりの電気代※

株式会社 sowa
SIGMA DX ハードタイプ

www.sowa-sanso.jp

※東京電力(従量電灯) 
　最初の120kWhまで

　18円89銭/kWh
　120kWh～ 300kWhまで

　25円19銭/kWh
　上記超過　29円10銭/kWh

※東京電力(従量電灯) 
　最初の120kWhまで

　18円89銭/kWh
　120kWh～ 300kWhまで

　25円19銭/kWh
　上記超過　29円10銭/kWh

ハードタイプ

KAWASAKI
ドリームプラス

www.dream-plus.jp/product

ハードタイプ

株式会社 神戸メディケア
オキシリウム メディカル 1.5

酸素カプセル販売 .jp/

ハードタイプ

日本ライトサービス
HBA Space 72H

www.nlsinc.co.jp/

ハードタイプ

マイコン制御による全自動運転●

最大1.30気圧1.1～ 1.3気圧

0.01気圧単位での設定可
（4つのワンタッチ選択ボタン有り）

0.1気圧単位
（運転中も変更可能）

オプション
（酸素カプセルと連動して自動運転）×

一時停止機能有り
（カプセルの内外で操作可）●

冷風機能標準装備
（コントローラー内にコンプレッサー

内蔵、カプセルの内で操作可）
×（扇風機取付対応）

●●

￥2,800,000（税別）￥3,400,000（税別）

￥7.57～ 30.56

W:2100×H:900×D:750
W:450×H:1100×D:400

AC 100V（50/60Hz）

通常時400w / 最大1.05kw
 （冷房使用時＋350w、

酸素濃縮機使用時＋300w）

10分～ 990分
（1分単位での設定が可、

3つのワンタッチ選択ボタン有り）
20～ 120分

製品の開発・設計・生産・販売・メ
ンテナンスまで一貫して自社で
行っているので安心です。

￥11.33～ 17.46

W:2050×H:850×D:712
W:300×H:560×D:500

AC 100V（50/60Hz）

600w

川崎重工業グループが開発・生
産・販売をしている高性能酸素カ
プセルです。アフターサービスも
メーカー直結で安心・安全をお届
致します。

●

1.1～ 1.6気圧（未満）

ワンタッチ4モード
（1.2・1.3・1.4・1.5）

オプション
（単独CR連動自動運転）

オプション

オプション

●

￥2,500,000（税別）

1分単位で最大180分
（オーダー 999分まで）

￥4.16～ 6.40

W:2100×H:800×D:760
一体型のため本体に含む

AC 100V（50/60Hz）

220w

鍼灸接骨院・プロデューサーの声
をフィードバックし開発したハイ
スペックモデル。2014年標準モデ
ルは高気圧1.5気圧・低騒音40dbk
を達成し冷却システムを装備。

●

1.0～ 1.3気圧

0.01気圧
（運転中も変更可能）

×

●

●

●

￥4,000,000（税別）

5～300分

￥13.22～20.37

W:2125×H:1095×D:720
一体型のため本体に含む

AC 100V（50/60Hz）

最大700W
（クーラー使用時）

国内トップメーカの最新モデル。
一体型のコンパクトなボディに
は本体の外部と内部双方に操作
パネルがあり、新開発の快適な
クーラーを標準装備しています。

ファイテン 株式会社
ファイテン O2NEO

www.phiten-o2.com/

タイムワールド
O2 CAPSULE（カプセル）

www.o2-capsule.com/

ハードタイプ

●

1.10、1.15、1.20、1.25、1.30、1.35気圧

0.5単位で調整可

オプション

●

●

●

￥3,480,000（税別）

10～ 999分（1分刻み）

￥11.33～ 17.46

W:2200×H:850×D:750
W:330×H:300×D:530

AC 100V（50/60Hz）

600W

全自動フルオートタイプ。完全無
人化。

MO2コーポレーション
The ISHIHARA O2カプセル（旧メディカル O2）

www.elgroup.co.jp/

ハードタイプ

運転のみ（出入りは中から可能）

1.25気圧

0.01気圧

●

ハードタイプ

●

1.30気圧

1.1、1.2、1.3気圧の3段階

オプション

●

×

●

●

オプション

●

￥6,000,000（税別）

999分　1分単位

￥6.23～ 9.60

W:2430×H:950×D:880
W:920×H:400×D:500 W:400×H:850×D:400

AC 100V（50/60Hz）

￥3,000,000（税別）

30分～120分　10分刻み

W:2347×H:881×D:874

AC 100V（50/60Hz）

330w 500w

ハードタイプ

手動、アナログ仕様

1.30気圧

1.1～ 1.15～ 1.20～ 1.25～ 1.3
（自在に0.01気圧単位で調節可能）

×

減圧バルブで可能

オプション

オプション

￥1,800,000（税別）

オプション

W:2200×H:750×D:750
W:205×H:190×D:370

AC 100V（50/60Hz）

85w/75w

京都大学 石原昭彦教授の長年に
わたるエビデンス（学術論文）（現
在も研究継続中）に裏付けられた
酸素カプセルです。

￥9.45～ 14.55

ボタンを押すだけの自動制御。専
用マットレス、ピローにはミクロ
チタンボール、内装材にはアクア
チタンを含浸。

￥1.42～2.47

使用部品を極力少なくし、アナロ
グタイプに仕上げている為、故障
率が最低、電磁波がほぼゼロ。ゆ
るやかな加圧。

株式会社 健康気圧酸素研究所
PHOENIX O2 AZ

www.kksanso.com

酸素カプセル1台の値段は、新品であれば約200万円以上するのが普通。現在で
は月4～ 5万円からリースやレンタルも利用することができます。予算の範囲
内で探すことも、「まずは試しに」導入してみることも可能です。
酸素カプセルは、多くのメーカーが製造しており、種類も販売ルートも様々。
サービスに関しても同じで、もしも故障してしまった場合のメンテナンスやア
フターフォローも、メーカーによって異なります。
導入を考える時に気を付けたいことは
・ 設置場所を想定し、商品のタイプや大きさの希望を固めておく。
・ 価格だけで選ばず、マシンの性能や耐久年数なども考慮して製品を探す。
・ 酸素やマシンに関する知識がない場合、ノウハウをしっかり持っている業者
さんから購入し、患者さんに説明する際に必要な知識情報も仕入れる。

・ 新サービスとしての売り方・販促方法など、製品を売るだけでなく活用する
ためのアドバイスも業者さんにしっかりと聞いてみる。

・ 故障した時や買い替えの時など、メンテナンスやアフターフォローが充実し
ているかどうかを確認する。
安全で高性能なマシンを選ぶことはもちろん大切ですが、それをどこから購入
するかも事業主には重要なポイントです。プロとしてのノウハウが豊富で、ア
ドバイスやフォローをしてくれる業者さんなら心強いですよね。

価格も取り扱い業者も色々。
導入を考える時に気を付けたいこと。

ここが
Point

・ 脳のリフレッシュ、集中力アップ
・ 血行促進、冷え、こり、眼精疲労の改善
・ 脂肪燃焼、ダイエット効果
・ 肌荒れ解消、新陳代謝の増進
・ 二日酔いの改善
・ リハビリの効果アップ
・ 活性酸素の中和
・ 老化の防止
・ 整体効果　他
上記は医療上の効果・効能を保証するものではあ
りません。また原則として、次の場合は酸素カプ
セルのご使用はできません。あてはまる方は医師
とご相談をおすすめします。
・心臓病 ・脳内疾患 ・高血圧症 ・インシュリン使
用者 ・低血糖症 ・耳鼻咽喉系の疾患 ・妊婦 ・風邪
患者 ・酒気帯び者 ・ペースメーカー使用者 ・耳抜
きができない場合 ・閉所恐怖症 ・乳児／幼児・現
在、医者に掛かっている場合など。

※株式会社神戸メディケアによるシミュレーション。同社では顧客の希望により、体験用デモカーによる商談を採用している。
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酸
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あ
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酸素カプセル導入シミュレーション

＊本体・コントローラーサイズ表記
W:幅／ H:高さ／D:奥行（mm）

＊本体・コントローラーサイズ表記
W:幅／ H:高さ／D:奥行（mm）

酸素カプセル
主要メーカー
代表機種
スペック

酸素カプセル
主要メーカー
代表機種
スペック
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監修協力
■医療法人社団 大智会 市橋クリニック
　理事長  市橋 研一先生
　〒658-0013
　兵庫県神戸市東灘区深江北町5-7-15
　TEL 078-411-0619

撮影協力
■薮下整骨院
　〒243-0018
　神奈川県厚木市中町4-12-10　
　グリーンフィル1F
　TEL 046-240-9525

取材協力
■目黒中央整骨院
　〒152-0001
　東京都目黒区中央町2-28-13　
　TEL 03-3716-4166
■雨宮整骨院
　〒102-0074
　東京都千代田区九段南3-4-17
　T&Tビル2F
 　TEL 03-5213-3233
■聖和整骨院
　〒179-0085
　東京都練馬区早宮3-3-1
　エクサラント早宮1F
　TEL 03-5999-2272

資料提供＊順不同

■株式会社sowa
■株式会社カワサキモータースジャパン
■株式会社神戸メディケア
■日本ライトサービス株式会社
■株式会社タイムワールド
■ファイテン株式会社
■株式会社MO2コーポレーション
■株式会社健康気圧酸素研究所

酸素カプセルに
期待される効果

タイプ

全自動機能

最大圧力

調整可能気圧単位

濃縮酸素発生機

耳抜き補助機能

クーラー

インターフォン

タイマー設定時間

参考価格（本体のみ）

本体サイズ（mm）
コントローラーサイズ（mm）
電源

消費電力（W）

60分あたりの電気代※

タイプ

全自動機能

最大圧力

調整可能気圧単位

濃縮酸素発生機

耳抜き補助機能

クーラー

インターフォン

タイマー設定時間

参考価格（本体のみ）

本体サイズ（mm）
コントローラーサイズ（mm）
電源

消費電力（W）

60分あたりの電気代※

株式会社 sowa
SIGMA DX ハードタイプ

www.sowa-sanso.jp

※東京電力(従量電灯) 
　最初の120kWhまで

　18円89銭/kWh
　120kWh～ 300kWhまで

　25円19銭/kWh
　上記超過　29円10銭/kWh

※東京電力(従量電灯) 
　最初の120kWhまで

　18円89銭/kWh
　120kWh～ 300kWhまで

　25円19銭/kWh
　上記超過　29円10銭/kWh

ハードタイプ

KAWASAKI
ドリームプラス

www.dream-plus.jp/product

ハードタイプ

株式会社 神戸メディケア
オキシリウム メディカル 1.5

酸素カプセル販売 .jp/

ハードタイプ

日本ライトサービス
HBA Space 72H

www.nlsinc.co.jp/

ハードタイプ

マイコン制御による全自動運転●

最大1.30気圧1.1～ 1.3気圧

0.01気圧単位での設定可
（4つのワンタッチ選択ボタン有り）

0.1気圧単位
（運転中も変更可能）

オプション
（酸素カプセルと連動して自動運転）×

一時停止機能有り
（カプセルの内外で操作可）●

冷風機能標準装備
（コントローラー内にコンプレッサー

内蔵、カプセルの内で操作可）
×（扇風機取付対応）

●●

￥2,800,000（税別）￥3,400,000（税別）

￥7.57～ 30.56

W:2100×H:900×D:750
W:450×H:1100×D:400

AC 100V（50/60Hz）

通常時400w / 最大1.05kw
 （冷房使用時＋350w、

酸素濃縮機使用時＋300w）

10分～ 990分
（1分単位での設定が可、

3つのワンタッチ選択ボタン有り）
20～ 120分

製品の開発・設計・生産・販売・メ
ンテナンスまで一貫して自社で
行っているので安心です。

￥11.33～ 17.46

W:2050×H:850×D:712
W:300×H:560×D:500

AC 100V（50/60Hz）

600w

川崎重工業グループが開発・生
産・販売をしている高性能酸素カ
プセルです。アフターサービスも
メーカー直結で安心・安全をお届
致します。

●

1.1～ 1.6気圧（未満）

ワンタッチ4モード
（1.2・1.3・1.4・1.5）

オプション
（単独CR連動自動運転）

オプション

オプション

●

￥2,500,000（税別）

1分単位で最大180分
（オーダー 999分まで）

￥4.16～ 6.40

W:2100×H:800×D:760
一体型のため本体に含む

AC 100V（50/60Hz）

220w

鍼灸接骨院・プロデューサーの声
をフィードバックし開発したハイ
スペックモデル。2014年標準モデ
ルは高気圧1.5気圧・低騒音40dbk
を達成し冷却システムを装備。

●

1.0～ 1.3気圧

0.01気圧
（運転中も変更可能）

×

●

●

●

￥4,000,000（税別）

5～300分

￥13.22～20.37

W:2125×H:1095×D:720
一体型のため本体に含む

AC 100V（50/60Hz）

最大700W
（クーラー使用時）

国内トップメーカの最新モデル。
一体型のコンパクトなボディに
は本体の外部と内部双方に操作
パネルがあり、新開発の快適な
クーラーを標準装備しています。

ファイテン 株式会社
ファイテン O2NEO

www.phiten-o2.com/

タイムワールド
O2 CAPSULE（カプセル）

www.o2-capsule.com/

ハードタイプ

●

1.10、1.15、1.20、1.25、1.30、1.35気圧

0.5単位で調整可

オプション

●

●

●

￥3,480,000（税別）

10～ 999分（1分刻み）

￥11.33～ 17.46

W:2200×H:850×D:750
W:330×H:300×D:530

AC 100V（50/60Hz）

600W

全自動フルオートタイプ。完全無
人化。

MO2コーポレーション
The ISHIHARA O2カプセル（旧メディカル O2）

www.elgroup.co.jp/

ハードタイプ

運転のみ（出入りは中から可能）

1.25気圧

0.01気圧

●

ハードタイプ

●

1.30気圧

1.1、1.2、1.3気圧の3段階

オプション

●

×

●

●

オプション

●

￥6,000,000（税別）

999分　1分単位

￥6.23～ 9.60

W:2430×H:950×D:880
W:920×H:400×D:500 W:400×H:850×D:400

AC 100V（50/60Hz）

￥3,000,000（税別）

30分～120分　10分刻み

W:2347×H:881×D:874

AC 100V（50/60Hz）

330w 500w

ハードタイプ

手動、アナログ仕様

1.30気圧

1.1～ 1.15～ 1.20～ 1.25～ 1.3
（自在に0.01気圧単位で調節可能）

×

減圧バルブで可能

オプション

オプション

￥1,800,000（税別）

オプション

W:2200×H:750×D:750
W:205×H:190×D:370

AC 100V（50/60Hz）

85w/75w

京都大学 石原昭彦教授の長年に
わたるエビデンス（学術論文）（現
在も研究継続中）に裏付けられた
酸素カプセルです。

￥9.45～ 14.55

ボタンを押すだけの自動制御。専
用マットレス、ピローにはミクロ
チタンボール、内装材にはアクア
チタンを含浸。

￥1.42～2.47

使用部品を極力少なくし、アナロ
グタイプに仕上げている為、故障
率が最低、電磁波がほぼゼロ。ゆ
るやかな加圧。

株式会社 健康気圧酸素研究所
PHOENIX O2 AZ

www.kksanso.com

酸素カプセル1台の値段は、新品であれば約200万円以上するのが普通。現在で
は月4～ 5万円からリースやレンタルも利用することができます。予算の範囲
内で探すことも、「まずは試しに」導入してみることも可能です。
酸素カプセルは、多くのメーカーが製造しており、種類も販売ルートも様々。
サービスに関しても同じで、もしも故障してしまった場合のメンテナンスやア
フターフォローも、メーカーによって異なります。
導入を考える時に気を付けたいことは
・ 設置場所を想定し、商品のタイプや大きさの希望を固めておく。
・ 価格だけで選ばず、マシンの性能や耐久年数なども考慮して製品を探す。
・ 酸素やマシンに関する知識がない場合、ノウハウをしっかり持っている業者
さんから購入し、患者さんに説明する際に必要な知識情報も仕入れる。

・ 新サービスとしての売り方・販促方法など、製品を売るだけでなく活用する
ためのアドバイスも業者さんにしっかりと聞いてみる。

・ 故障した時や買い替えの時など、メンテナンスやアフターフォローが充実し
ているかどうかを確認する。
安全で高性能なマシンを選ぶことはもちろん大切ですが、それをどこから購入
するかも事業主には重要なポイントです。プロとしてのノウハウが豊富で、ア
ドバイスやフォローをしてくれる業者さんなら心強いですよね。

価格も取り扱い業者も色々。
導入を考える時に気を付けたいこと。

ここが
Point

・ 脳のリフレッシュ、集中力アップ
・ 血行促進、冷え、こり、眼精疲労の改善
・ 脂肪燃焼、ダイエット効果
・ 肌荒れ解消、新陳代謝の増進
・ 二日酔いの改善
・ リハビリの効果アップ
・ 活性酸素の中和
・ 老化の防止
・ 整体効果　他
上記は医療上の効果・効能を保証するものではあ
りません。また原則として、次の場合は酸素カプ
セルのご使用はできません。あてはまる方は医師
とご相談をおすすめします。
・心臓病 ・脳内疾患 ・高血圧症 ・インシュリン使
用者 ・低血糖症 ・耳鼻咽喉系の疾患 ・妊婦 ・風邪
患者 ・酒気帯び者 ・ペースメーカー使用者 ・耳抜
きができない場合 ・閉所恐怖症 ・乳児／幼児・現
在、医者に掛かっている場合など。

※株式会社神戸メディケアによるシミュレーション。同社では顧客の希望により、体験用デモカーによる商談を採用している。

酸
素
カ
プ
セ
ル
の
基
礎
知
識
を
習
得

1
酸
素
カ
プ
セ
ル
は
医
療
用
機
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
に
使
用
す
る
に
あ
た
り
十

分
な
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。患
者
さ
ん
へ
の
説
明
に
も
役
立
つ
こ
と
な
の
で
、し
っ

か
り
と
学
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、配
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
電
気

量
の
確
認
等
、実
際
の
設
置
に
必
要
な
条
件
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

導
入
を
検
討
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
る

2
電
話
や
メ
ー
ル
が
一
般
的
。商
談
の
場
所
や
日
時
を
決
め
ま
す
。

見
積
書
の
確
認

7
最
終
的
に
提
出
さ
れ
た「
見
積
書
」を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
と
の
商
談

3
指
定
場
所
で
の
商
談
や
電
話
で
の
商
談
も
可
能
。一
般
的
に
訪
問
費
は
無
料
で
す
。当

該
商
品
や
、酸
素
カ
プ
セ
ル
に
関
す
る
質
問
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
適
切
な
商
品
の
提
案

4
商
談
で
の
内
容
に
合
っ
た
商
品
の
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
す
。メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は
、

体
験
用
デ
モ
カ
ー
に
よ
る
商
談
を
行
な
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。不
明
点
等
が
あ
る
場
合

は
納
得
の
い
く
ま
で
担
当
者
と
議
論
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

購
入
機
種
・
納
入
時
期
・
搬
入
経
路
の
確
認

5
設
置
す
る
場
所
に
よ
り
、ク
レ
ー
ン
等
の
特
殊
車
の
手
配
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。別
途
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
見
積
と
確
認
が
必
要
で
す
。

支
払
い
方
法
の
確
認（
一
括
振
込
・
リ
ー
ス
契
約
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
）

6
支
払
い
方
法
の
確
認（
一
括
振
込
・
リ
ー
ス
契
約
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
）

8
正
式
発
注（
成
約
）

9
納

　品（
搬
入
〜
設
置
後
に
動
作
確
認
と
取
扱
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
す
）

10

酸素カプセル導入シミュレーション

＊本体・コントローラーサイズ表記
W:幅／ H:高さ／D:奥行（mm）

＊本体・コントローラーサイズ表記
W:幅／ H:高さ／D:奥行（mm）

酸素カプセル
主要メーカー
代表機種
スペック

酸素カプセル
主要メーカー
代表機種
スペック
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え
て
政
府
で
決
定
さ
れ
た
柔
道
整
復
お
よ
び
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う（
あ
は
き
）
の
療

養
費
の
改
定
内
容
が
提
示
さ
れ
、
委
員
会
が
了
承
し

内
容
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
消
費
税
法
施
行
時
や
増
税
時
の
柔
道
整
復

療
養
費
の
改
定
率
は
89
年
０
・
35
％
、97
年
０
・
43
％

で
し
た
が
、
今
年
は
０
・
68
％
と
一
番
高
い
改
定
率

で
し
た
。
ま
た
、
あ
は
き
療
養
費
は
増
税
に
伴
う
療

養
費
改
定
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
療
養
費
改
定
は
初
検
料
、
再
検
料
を
引
き

上
げ
、
他
方
、
３
部
位
目
の
逓
減
率
を
70
％
か
ら

60
％
に
引
き
下
げ
て
改
定
率
０
・
00
％
と
し
て
５
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
経
費
の
増
加
を
見
込
ん
だ
療
養
費
の
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
減
額
さ
れ
る
部
分
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
険
者
か
ら
み
れ
ば
財
政
状

況
は
極
め
て
厳
し
く
、
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
と
い
う
状

態
で
の
療
養
費
の
引
き
上
げ
に
対
し
て
、
今
後
は
よ

り
厳
格
な
審
査
を
行
っ
た
う
え
で
療
養
費
の
支
給
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

療
養
費
改
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
部
位
請
求
に
対

す
る
保
険
者
の
動
き
と
し
て
、
特
に
負
傷
原
因
に
つ

い
て
は
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
場
合
で
も〝
負
傷
原

因
と
負
傷
名
の
整
合
性
を
ご
確
認
下
さ
い
〟
と
い
う

理
由
で
３
部
位
請
求
し
た
ほ
と
ん
ど
の
レ
セ
プ
ト
が

返
戻
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
返
戻

に
対
し
て
ど
う
対
処
し
た
ら
良
い
か
、
実
際
に
保
険

者
に
確
認
し
て
み
る
と〝
詳
細
に
記
載
し
て
あ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
負
傷
し
た
際
の
動
作
が
不
明
確

な
も
の
も
あ
り
ま
す
〟と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
よ

　

２
０
１
４（
平
成
26
）年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
増

税
に
関
連
す
る
報
道
が
流
れ
る
中
、
３
月
18
日
に

「
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
第
３
回
柔
道
整

復
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
消
費
税
増
税
に
伴
い
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
診
療
報
酬
改
定
で
の
対
応
を
踏
ま

う
な
不
明
確
な
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
ど
の
部
分
が

不
明
確
な
の
か
を
返
戻
付
箋
に
記
載
し
、
当
該
レ

セ
プ
ト
の
み
を
返
戻
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
を
し

た
と
こ
ろ
、〝
全
体
的
に
３
部
位
請
求
が
多
く
見
ら

れ
る
の
で
そ
れ
を
含
め
て
確
認
い
た
だ
き
た
く
返

戻
し
ま
し
た
〟と
の
回
答
で
、
ど
の
レ
セ
プ
ト
の
負

傷
原
因
が
不
明
確
な
の
か
さ
え
教
え
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
ち
ら
は
全
て
の
レ
セ
プ
ト

に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
上

詳
細
に
は
出
来
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、〝
そ
の
旨
、

レ
セ
プ
ト
に
記
載
し
て
再
請
求
し
て
下
さ
い
〟と
の

返
事
で
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
保
険
者
の
審
査
が

厳
し
い
の
で
は
な
く
暗
に〝
３
部
位
請
求
を
認
め
ま

せ
ん
〟と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
お
の
ず
と
２
部

位
請
求
に
抑
え
て
請
求
し
た
く
な
る
の
が
心
情
で

す
が
、
そ
れ
は
正
し
い
保
険
請
求
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
た
と
え
３
部
位
請
求
が
多
く
て
も
そ
れ
が
事

実
で
あ
れ
ば
再
請
求
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

〝
保
険
者
の
審
査
が
厳
し
い
〟
と
は
、
ス
ム
ー
ズ

に
入
金
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
健
康
保
険

の
請
求
に
関
し
て
は
、
入
金
、
返
戻
、
一
部
不
支
給
、

保
留
、
過
誤
調
整
と
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
発
生
し

ま
す
。
請
求
し
た
レ
セ
プ
ト
が
返
戻
さ
れ
て
い
な
い

の
で
入
金
さ
れ
る
と
安
易
に
考
え
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
請
求
し
た
レ
セ
プ
ト
が
か
な
り
の
期
間
、
保

留
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
健
康
保
険
組
合
で
、〝
患
者
照
会
に
対
し

て
の
患
者
さ
ん
か
ら
の
回
答
待
ち
〟と
い
う
理
由
で

「療養費改定と保険者返戻」

続・療養費の

請求代行会社療養費請求担当：療養太郎（仮名）

請求と支給第21回
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あ
る
こ
と
は
以
前
に
も
話
し
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

各
区
市
町
村
お
よ
び
共
済
等
も
受
診
者
照
会
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
以
前
に
も
増
し
て
入
金
の
保
留
は

多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
保
険
者
で
は
患
者
さ
ん
か
ら
の
回

答
次
第
で
、
一
方
的
に
一
部
不
支
給
や
全
額
不
支
給

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
原

則
と
し
て
患
者
さ
ん
が
厚
生
局
に
異
議
申
し
立
て
を

し
て
再
請
求
と
な
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
が
直
接
保

険
者
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
で
再
請
求
を
受

理
す
る
保
険
者
も
あ
り
ま
す
。

　

入
金
し
た
後
で
再
審
査
や
調
査
な
ど
の
理
由
か
ら

返
戻
と
な
っ
た
際
は
、
支
払
金
か
ら
相
殺
す
る
保
険

者
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
過
誤
返
戻
ま
た
は
過
誤
調

整
と
い
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会（
国
保
連
合
会
）が
一
括
で
レ
セ
プ
ト
を
受

付
け
一
次
審
査
し
、
各
治
療
院（
請
求
団
体
）へ
支
払

い
を
し
た
後
に
、
さ
ら
に
各
市
町
村
が
資
格
審
査
等

を
行
う
た
め
で
す
。
し
た
が
っ
て
国
民
健
康
保
険
で

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
者
の
審
査
が
厳
し
く
な
っ
て
も
返
戻
に
対
し

て
正
し
い
再
請
求
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
今
後
も
重

要
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
請
求
に

対
す
る
入
金
の
管
理
も
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
保
険
請
求
は
最
終
的
に
入

金
と
い
う
形
で
完
結
し
ま
す
。
保
険
者
に
対
し
て
レ

セ
プ
ト
を
送
付
す
る
こ
と
で
安
心
せ
ず
、
そ
の
後
の

入
金
の
管
理
も
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事例に学ぶ 開業後の成功と失敗開業前の準備と資金調達ノウハウ
教えます

独立開業セミナー開催決定！
5月25日(日)13時30分～15時まで

       当事務所にて 参加費無料！

                             「上田曽太郎の初歩の会計教室」が本になりました！あの

セミナーの参加はお電話で
本の購入はHPから ☞ TEL : 03-3491-4812   URL : http://www.tokyo-smile-shugi.jp/上田公認会計士事務所

〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11 住友生命五反田ビル10階

最新情報を加筆して、治療院経営のバイブル登場！！
売上を伸ばす治療院の秘訣がこの1冊に！

無料！ 独立開業相談は随時実施していますお問い合わせください !

将来開業を考えている皆様のご参加をお待ちしています!!

独立開業セミナー開催決定
5月25日(日)13時30分～15時
     

手技治療院
実積No.1
顧問先数300件 20年以上の実積！
税務調査対応も安心！

開業後の成功と失敗

「上田曽太郎の初歩の会計教室」でおなじみの上田曽太郎が徹底解説
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鐵
丸
先
生
！　

聞
い
て
く
だ
さ
い
、
バ
カ
み
た
い
な

話
を
患
者
さ
ん
の
家
族
が
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
言
っ
て
来
る

ん
で
す
。
い
え
ね
、
２
週
間
前
、
腰
が
痛
い
っ
て
い
う

新
し
い
患
者
さ
ん
が
来
た
ん
で
す
よ
。

　

そ
の
患
者
さ
ん
、
全
身
の
む
く
み
が
ひ
ど
か
っ
た

の
で
、
こ
の
道
40
年
の
私
に
は
、「
こ
の
人
、
血
行
が

悪
い
ん
だ
な
」
と
す
ぐ
に
ピ
ン
と
来
ま
し
た
。

　
「
血
行
が
悪
い
な
ら
、
や
っ
ぱ
、『
は
り
』
で
し
ょ
！　

で
、何
時
や
る
か
？　

今
で
し
ょ
！
」
と
い
う
ノ
リ
で
、

去
年
か
ら
密
か
に
習
い
始
め
た
は
り
を
す
す
め
て
み
ま

し
た
。
ま
あ
、
治
療
院
も
商
売
で
す
か
ら
ね
、
私
が

は
り
師
の
免
許
を
ま
だ
取
っ
て
い
な
い
こ
と
は
内
緒
に

し
ま
し
た
。

　

て
い
っ
て
も
、
私
、
３
年
制
の
は
り
の
学
校
で
２
年

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、実
際
事
件
に
な
っ
た
事
例
を
題
材
に
、

「
法
律
や
リ
ス
ク
を
考
え
ず
、
猪
突
猛
進
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
、ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
、

怖
い
も
の
を
知
ら
ず
の
、
架
空
の
治
療
院
」
と
し
て 〝
池
井

毛
治
療
院
〟
に
登
場
し
て
も
ら
い
、そ
こ
で
、「
深
く
考
え
ず
、

あ
や
う
く
大
事
件
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
問
題
事
例
」
を

顧
問
弁
護
士
の
筆
者
（
畑
中
鐵
丸
）
に
相
談
し
、
こ
れ
を

筆
者
が
日
常
行
っ
て
い
る
語
り
口
調
で
対
応
指
南
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

で
は
、
早
速
、〝
池
井
毛
治
療
院
〟の
院
長
、
池
井
毛（
イ
ケ

イ
ケ
）剛（
ゴ
ウ
）さ
ん
に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

生
で
し
た
し
、
技
術
に
は
自
信
あ
り
ま
す
か
ら
、
全
く

も
っ
て
問
題
ナ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
の
患

者
さ
ん
に
は
り
を
打
ち
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
背
中
に

も
で
す
。

　

打
ち
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
患
者
さ
ん
が

「
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
息
苦
し
い
な
」
と
か
言
っ
て
た
ん

で
す
よ
ね
。
き
っ
と
血
行
が
良
く
な
り
す
ぎ
て
息
切

れ
状
態
な
ん
だ
な
～
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
た
ら
、
次
の
日
、
そ
の
患
者
の
奥
さ
ん
が
治
療

院
に
来
て
、「
お
前
が
は
り
を
背
中
に
深
く
刺
し
た
せ

い
で
、
主
人
が
気
胸
に
な
っ
た
！　

こ
の
犯
罪
者
！
」

と
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
言
っ
た
っ
て
訳
で
す
。

　

背
中
に
は
り
を
入
れ
た
つ
っ
て
も
、
た
っ
た
２
セ

ン
チ
弱
で
す
し
、
自
然
気
胸
の
既
往
症
か
も
し
れ
な

い
し
、
私
の
打
っ
た
は
り
の
せ
い
で
患
者
さ
ん
が
気

胸
に
な
っ
た
な
ん
て
い
う
証
拠
な
ん
て
な
い
。
そ
も

そ
も
打
っ
て
あ
げ
た
の
は
、
患
者
さ
ん
を
治
し
て
あ

げ
た
い
と
い
う
、
プ
ロ
と
し
て
の
高
邁
な
精
神
に
基

づ
く
も
の
な
の
に
！　

っ
た
く
！

　

何
が
、犯
罪
者
で
す
か
？　

は
り
２
セ
ン
チ
で
す
よ
。

そ
れ
こ
そ
、
患
者
を
訴
え
た
い
く
ら
い
す
よ
！

　

は
り
、
で
す
か
。

　

は
り
の
よ
う
に
専
門
的
知
識
と
技
術
が
必
要
な
治
療

は
き
ち
ん
と
免
許
を
取
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
も
そ
も「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、は
り
師
、

き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
」
に
違
反
で
す
し
、
間
違

第25回

治療家のための法律入門

畑中鐵丸

「無免許はり治療に手を出し、
あわや犯罪者に！」

〝池井毛（イケイケ）治療院〟のトラブル始末記 その2

 〝
池
井
毛
治
療
院
〟の
院
長
、　
　
　
　  

池
井
毛
剛
さ
ん
の
相
談

鐵
丸
弁
護
士
の
回
答
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生
の
う
ろ
覚
え
の
技
術
で
は
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
裏
付
け
の
あ
る
専
門
的
な
技
術
を
お
持
ち
だ

と
確
信
で
き
る
場
合
以
外
に
行
う
治
療
行
為
は
、
と
て

も
危
険
性
の
高
い
行
為
で
あ
り
、
間
違
え
れ
ば
犯
罪
行

為
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
も
「
は
り
師
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い
被
告

人
の
は
り
施
術
が
治
療
行
為
と
し
て
是
認
さ
れ
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
被
告
人
は
、
は
り

施
術
に
必
要
な
専
門
的
知
識
や
技
能
も
習
得
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
、
生
命
に
対

す
る
危
険
の
あ
る
背
部
へ
の
施
術
を
繰
り
返
す
中
で
、

本
件
の
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
免

許
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
専
門

的
知
識
や
技
能
も
習
得
し
て
い
な
い
の
に
危
険
な
治
療

行
為
を
行
っ
た
こ
と
を
認
定
し
た
上
で
厳
し
く
非
難
し

て
い
ま
す
。

　

ま
あ
、
今
回
の
池
井
毛
さ
ん
の
場
合
、
死
に
至
る

ほ
ど
背
部
に
深
く
は
り
を
刺
し
た
わ
け
で
は
な
い
で

す
し
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
事
件
に
は
至
っ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。

　

こ
こ
は
、
丁
重
に
謝
罪
し
た
上
、
気
胸
の
治
療
費

は
お
支
払
い
し
、
こ
っ
そ
り
示
談
に
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
ね
。

　

も
し
、
こ
れ
で
患
者
さ
ん
が
刑
事
告
訴
し
た
り
す
れ

ば
、
池
井
毛
さ
ん
に
業
務
上
過
失
致
傷
罪
が
成
立
し
犯

罪
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

は
り
師
の
免
許
を
取
得
す
る
ま
で
は
封
印
し
て
、

き
ち
ん
と
知
識
や
技
能
を
習
得
し
て
か
ら
慎
重
に
患
者

さ
ん
に
は
り
治
療
を
施
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。無
論
、

免
許
を
取
得
し
て
か
ら
も
、
く
れ
ぐ
れ
も
無
茶
は
ダ
メ

で
す
の
で
、「
サ
ー
ビ
ス
精
神
発
揮
し
て
、
ハ
ー
ド
な

む
く
み
に
は
、
ハ
ー
ド
な
治
療
で
、
グ
イ
グ
イ
突
っ

込
め
」
な
ん
て
Ｎ
Ｇ
で
す
か
ら
ね
。

え
れ
ば
患
者
さ
ん
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
刑
事
法
の

罪
に
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
よ
。

　

こ
う
い
う
裁
判
例
（
平
成
22
年
12
月
７
日
、
大
阪
地

方
裁
判
所
判
決
）
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

こ
の
裁
判
例
の
先
生
は
、
今
回
の
池
井
毛
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
、は
り
の
養
成
所（
専
門
学
校
）の
２
年
生
で
、

ま
だ
は
り
師
の
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
患
者
さ

ん
の
背
部
に
は
り
治
療
を
行
い
ま
し
た
。
ま
あ
、
２
年

生
と
い
っ
て
も
、
他
の
治
療
免
許
を
も
っ
て
い
て
キ
ャ

リ
ア
も
自
信
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

背
部
に
は
19
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
刺
す
と
気
胸
を
発

生
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
の
に
左
背
部
に
約
30
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
右
背
部
に
約
20
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
も
打
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
患
者
さ
ん
は
両
側
緊
張
性

気
胸
に
起
因
す
る
低
酸
素
脳
症
で
死
亡
し
た
ん
で
す
。

　
「
背
部
に
は
は
り
を
19
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
刺
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
禁
忌
の
目
安
を
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
技
術
不
足
が
強
く
推
認
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
は
り
師
の
免
許
の
取
得
も
し
て
お
ら

ず
、
通
っ
て
い
た
学
校
で
は
ま
だ
２
年
生
で
十
分
な
教

育
を
受
け
て
い
た
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

も
そ
の
先
生
の
過
失
は
明
ら
か
、
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
そ
の
先
生
に
は
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

が
成
立
す
る
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
種
の
い
い
加
減
な
治
療
は
本
当
に
危
な
い
ん
で

す
よ
。ガ
チ
で
犯
罪
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。

あ
と
、
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
弟
子
に
や
ら
せ
る
の
も

非
常
に
危
険
で
す
か
ら
ね
。「
忙
し
い
、手
が
足
り
な
い
。

エ
イ
、
や
っ
ち
ゃ
え
。
こ
れ
も
、
い
い
勉
強
だ
。
オ
レ

が
見
て
り
ゃ
大
丈
夫
！
」
な
ん
て
最
も
危
険
で
す
。

　

こ
の
訴
え
ら
れ
た
治
療
家
の
方
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

は
り
な
ど
の
人
体
に
危
険
が
及
ぶ
治
療
は
、
ま
だ
学
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人材を人財に変える教育術
第 9 回「組織の礼儀」

﹁
礼
儀
と
い
う
行
動
様
式
﹂

　

礼
儀
と
は
人
間
関
係
や
社
会
生
活
の

秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
人
が
守
る
べ

き
行
動
様
式
で
、
特
に
敬
意
を
表
す
作

法
・
形
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。
礼
儀

に
は
種
類
が
あ
り
、
誰
に
対
し
て
敬
意

を
表
す
の
か
で
、
そ
の
種
類
の
内
容
も

分
か
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
「
礼
儀
」
を

い
く
つ
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

今
回
は
〝
組
織
の
礼
儀
〟
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

﹁
組
織
の
礼
儀
﹂

組
織
の
礼
儀
に
は
、「
上
司
の
礼
儀
」
と

「
部
下
の
礼
儀
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
部
下
の
礼
儀
」
と
は
何
で
し
ょ

う
か
︙
︙
。

　

部
下
の
礼
儀
と
は
、
権
利
ば
か
り
を

主
張
し
て
義
務
を
怠
ら
ず
、
正
し
い
報

告
の
仕
方
、
連
絡
な
ど
、
上
司
、
お
客

様
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
方
法
を
学

ぶ
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
真
摯
に
、謙
虚
に
、

で
す
。

　

次
に
「
上
司
の
礼
儀
」
と
は
何
で
し
ょ

う
か
︙
︙
。

　

上
司
に
と
っ
て
の
礼
儀
と
は
、
部
下

に
正
し
く
仕
事
を
与
え
、
仕
事
の
何
た

る
か
を
教
え
、
能
力
を
上
げ
て
い
く
こ

と
で
す
。
ま
さ
に
そ
れ
が
上
司
と
し
て

欠
か
せ
な
い
礼
儀
だ
と
常
々
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
は
「
誉

め
る
」「
注
意
す
る
」「
叱
る
」
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
１
つ
心
が
け
て
欲
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
熱
心
に
教
え
れ

ば
教
え
る
ほ
ど
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な

り
、
部
下
の
人
柄
・
人
間
性
ま
で
管
理

し
た
く
な
る
の
が
心
情
で
す
が
、
部
下

は
上
司
の
持
ち
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
の
管
理
と
人
の
管
理
は
違
う
の
で

す
。
や
り
過
ぎ
て
し
ま
う
と
部
下
は
が

ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
し
ま
い
、
逃
げ

場
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
部

下
の
人
柄
・
人
間
性
と
仕
事
の
評
価
は

分
け
て
考
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

﹁
部
下
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
？
﹂ 

　

と
き
お
り
、
誉
め
も
し
な
け
れ
ば
注

意
も
し
な
い
と
い
う
上
司
を
目
に
し
ま

す
。
部
下
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、
バ
カ

に
さ
れ
た
く
な
い
、
厳
し
く
言
っ
た
ら

辞
め
て
し
ま
う
、
な
ど
上
司
側
の
気
持

ち
が
大
き
く
行
動
を
左
右
し
て
い
る
の

で
す
。
さ
ら
に
悪
い
の
は
そ
の
こ
と
を

「
面
倒
臭
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
で
す
。

こ
れ
で
は
部
下
は
、
あ
る
意
味
で
い
じ

め
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

部
下
に
対
す
る
思
い
が
強
け
れ
ば
、
当

然
、
そ
れ
だ
け
強
い
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
思
い
の
強
さ
は
怒

り
の
強
さ
な
の
で
す
か
ら
︙
︙
。

　

相
手
を
思
う
ほ
ど
、
深
く
入
り
込
め

ば
入
り
込
む
ほ
ど
、
相
手
に
対
す
る
思

い
は
深
く
な
る
も
の
で
す
。
怒
り
の
感

情
も
、
相
手
を
思
う
感
情
も
思
い
も
実

は
イ
コ
ー
ル
な
の
で
す
。
水
く
さ
い
関

係
に
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
い
関
係

作
り
に
は
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

　

面
倒
だ
か
ら
、
子
供
じ
ゃ
な
ん
だ
か

ら
、
言
っ
て
も
駄
目
だ
、
一
向
に
改
善

し
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？　

無
関
心
と
い
う
の
は
、
部
下
に
対
す
る

最
低
限
の
礼
儀
を
欠
い
て
い
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

治
療
院
で
実
際
に
お
客
様
と
接
す
る

と
き
、
ス
タ
ッ
フ
を
厳
し
い
仕
事
観
で

常
に
指
導
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
相
手

に
対
し
て
失
礼
な
態
度
や
振
る
舞
い
、

仕
事
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
知
ら
な
け
れ
ば
で
き
る
は
ず

も
な
く
、
現
場
で
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
私
達
は
嫌
わ
れ
よ
う
が
イ
ヤ

な
顔
を
さ
れ
よ
う
が
、
仕
事
の
イ
ロ
ハ

を
教
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

や
が
て
自
分
が
経
営
者
に
な
っ
た
り
、

そ
の
立
場
に
つ
い
た
り
し
た
と
き
、
厳

し
い
教
え
の
意
味
を
知
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。〝
人
財
育
成
に
終
わ
り
な
し
〞

で
す
。
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た
ね
」と
先
に
こ
ち
ら
か
ら
言
う
だ

け
で「
ま
だ
痛
い
」と
は
か
な
り
訴
え

に
く
く
な
り
ま
す
。そ
れ
で
も
ま
だ
言

う
患
者
さ
ん
に
は
治
療
直
後
に「
ま
だ

こ
こ
ら
辺
が
痛
い
で
し
ょ
」と
先
手
を

取
れ
ば
自
分
の
理
解
者
と
し
て
患
者

さ
ん
か
ら
認
め
ら
れ
ま
す
。

　「
ま
だ
痛
い
で
す
」「
リ
ピ
ー
ト

し
な
い
の
は
治
せ
な
か
っ
た
か
ら
」

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
思
い
込
み

で
す
。恐
怖
は
恐
怖
を
生
み
ま
す
の

で
、一
度
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。イ

チ
ロ
ー
で
も
年
間
４
割
の
ヒ
ッ
ト
は

打
て
な
い
の
で
す
。逆
に「
す
ご
く
良

く
な
り
ま
し
た
！
」と
満
面
の
笑
み
を

見
せ
て
も
二
度
と
来
な
い
患
者
さ
ん

が
い
る
の
も
現
実
。治
療
成
果
を
出
す

こ
と
よ
り
も
一
旦
視
点
を
変
え
て

「
一
生
懸
命
治
療
を
し
よ
う
。結
果
は
後

か
ら
つ
い
て
く
る
」と
腹
を
括
っ
て
み

て
下
さ
い
。す
る
と
初
め
て
患
者
さ
ん

の
本
当
の
ニ
ー
ズ
が
理
解
で
き
て
あ
な

た
の
治
療
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。

　
実
は
ニ
ー
ズ
を
無
視
し
た
治
療
家

の「
治
そ
う
と
す
る
治
療
」に
こ
そ
、

そ
の
対
立
の
構
造
と
恐
怖
の
原
因
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
患
者
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
を
察
し
信
頼
を
先
に
提
供
す
れ
ば

怖
い
言
葉
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
患
者
満
足
推
進
協
会
の
花
谷
博
幸

で
す
。

　
治
療
家
を
や
っ
て
い
て
最
も
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
の
が「
ま
だ
痛
い

で
す
」と
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
ね
。

ま
た
、懸
命
に
治
療
を
し
て
も
リ
ピ
ー

ト
を
し
て
く
れ
な
い
と
全
人
格
を

否
定
さ
れ
た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
ど
ん
な
治
療
家
で
も
感
じ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
、そ
の

こ
と
に
対
す
る
克
服
法
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。な
ん
と
も
思
わ
な
く
感
じ

ら
れ
る
か
傷
つ
く
か
は
、そ
の
時
の

自
分
の
心
的
状
態
次
第
だ
か
ら
で
す
。

自
分
が
弱
気
で
い
る
時
に
嫌
な
こ
と
が

起
こ
れ
ば
そ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く

な
り
、逆
に
強
気
で
い
る
時
に
は
へ
っ

ち
ゃ
ら
な
も
の
で
す
。待
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
が
１
０
０
人
も
い
れ
ば
１
人
ぐ
ら

い
嫌
な
言
葉
を
残
し
て
去
っ
て
い
っ
た

と
し
て
も
気
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

　
私
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は「
ま
だ
痛
い

で
す
」と
い
う
こ
と
を
言
わ
せ
な
い
戦

術
を
半
日
か
け
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、な
ぜ「
ま
だ
痛
い
」と
言
う
の
か

を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。多
く
の
患
者

さ
ん
は
身
体
の
変
化
を
認
め
ら
れ

な
い
、感
じ
取
れ
な
い
か
ら
、刺
激
が

少
な
い
と
い
う
物
足
り
な
さ
で「
ま
だ
」

と
訴
え
る
も
の
で
す
。さ
ら
に
よ
く
考

え
れ
ば「
ま
だ
痛
い
」と
言
う
人
っ
て
い

つ
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
そ
の

人
は
本
当
に
痛
み
を
と
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
か
？
　
そ
れ
さ
え
解
れ
ば「
変
化
と

刺
激
」「
裏
ニ
ー
ズ
」を
感
じ
さ
せ
る
こ

と
で
対
処
で
き
ま
す
。

　
メ
イ
ン
の
戦
術
は
徹
底
的
に
主
導

権
を
取
る
ス
キ
ル
で
す
。今
の
私
は
、

患
者
さ
ん
に「
ま
だ
痛
い
で
す
」と
言

わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。そ
れ
は
治
療
成
果
と
と
も
に

主
導
権
を
早
く
握
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
あ
り
ま
す
。治
療
家
の
態
度
か
ら
始

ま
り
、距
離
、言
葉
遣
い
、Ｙ
Ｅ
Ｓ
ー
Ｓ

Ｅ
Ｔ
、刺
激
の
管
理
等
で
治
療
成
果
か

ら
次
の
リ
ピ
ー
ト
ま
で
で
き
上
が
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。最
も
簡
単
な
方

法
は
治
療
直
後
に「
顔
色
良
く
な
っ

花谷博幸
（はなたにひろゆき）

PCCサポート主宰
「繁盛治療院のしくみ」関連教材多数絶賛発売中！   

注文はサイトから　http://e-pcc.jp

治そうとしているのは誰か？
個別のニーズを理解した治療をしよう

花谷博幸

注文はサイトから　http://e-pcc.jp

花谷博幸

勝ち組治療院のツボ勝ち組治療院のツボ
vol.   38

（はなたにひろゆき）

患
者
さ
ん
が
リ
ピ
ー
ト
を
し
な
い
こ
と
や「
ま
だ
痛
い
」と
言

わ
れ
る
こ
と
で
時
々
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ど
う
し
た
ら
克
服
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

柔
整
師
　
31
歳
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同
展
は
近
代
西
洋
医
療
に
補

完
療
法
や
東
洋
医
学
、
伝

統
医
学
を
組
み
合
わ
せ
た｢

統
合

医
療｣

の
普
及
・
推
進
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
施
術
・
治
療
院
な

ど
医
療
・
福
祉
関
係
者
を
対
象
と

し
て
い
る
。
ブ
ー
ス
に
は
「
サ
プ

リ
メ
ン
ト
・
栄
養
療
法
」「
医
療
・

健
康
器
具
」「
東
洋
医
学
・
手
技

療
法
」
な
ど
の
分
野
か
ら
２
０
３

社
が
出
展
し
た
ほ
か
、
21
講
座
に

お
よ
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

日
本
手
技
療
法
協
会
は
、
初
め

て
の
出
展
で
あ
っ
た
が
、
協
会

機
関
誌
で
あ
る
「
ひ
ー
り
ん
ぐ

マ
ガ
ジ
ン
」
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ

を
展
開
。
来
場
し
た
手
技
療
法

家
を
は
じ
め
、
医
療
器
具
メ
ー

カ
ー
、
健
康
食
品
・
サ
プ
リ
メ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
関
係
者

は
「
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
」

を
手
に
取
り
、
熱
心
に
読
む
姿

が
見
ら
れ
る
な
ど
盛
況
な
展
示

と
な
っ
た
。

　

次
回
の
統
合
医
療
展
は
来
年

１
月
28
日
～
29
日
の
２
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

開
会
に
先
立
っ
て
理
事
長
の
佐
藤
吉
隆
氏
が
挨

拶
し
、
理
事
の
上
田
曽
太
郎
氏
、
木
俣
真
人

氏
、
監
事
の
安
食
芳
雄
氏
を
紹
介
し
た
後
、
議
長
に

理
事
の
木
俣
真
人
氏
を
指
名
し
た
。
指
名
を
受
け
た

木
俣
議
長
は
総
会
開
催
の
た
め
の
参
加
会
員
数
が
定

足
数
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案　

議
事
録
署
名
人
選
任

第
２
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
実
績
報
告
お
よ
び

承
認

第
３
号
議
案　

平
成
25
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
承
認

第
４
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
報
告
お
よ
び

承
認

第
５
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
予
算
計
画
報
告
お

よ
び
承
認

第
６
号
議
案　

定
款
変
更（
追
加
）の
承
認

　

こ
れ
ら
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

総
会
は
午
後
２
時
38
分
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本

手
技
療
法
協
会
」http://w

w
w

.e-shugi.jp

で
も
公

開
さ
れ
て
い
る
。

統
合
医
療
展
に

日
本
手
技
療
法
協
会
が
出
展

第
10
回
統
合
医
療
展
（
Ｕ

Ｂ
Ｍ
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

主
催
）
が
2
月
19
日
〜
20
日

の
2
日
間
、
東
京
都
江
東
区

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
4

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
に
日
本
手
技
療
法
協
会
が

初
め
て
ブ
ー
ス
を
出
展
。
展

示
会
場
に
は
医
療
・
介
護
関

係
者
な
ど
、
昨
年
を
上
回
る

1
万
2
5
1
8
人
（
併
催

展
を
含
む
主
催
者
発
表
）
が

来
場
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
の
第
９
回
定
時
通
常
総
会
が

３
月
31
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
教
育
会
館
で
午
後
２
時

か
ら
行
わ
れ
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

日
本
手
技
療
法
協
会

「
第
９
回
定
時
通
常
総
会
」開
催
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繁盛治療院のしくみ 成功する治療院・
サロン院
成功する治療院・

口コミ繁盛店の
つくり方

治療院経営の解法はここにある！
アマゾン　花谷博幸 検 索患者満足推進協会 治療家塾の申込はＨＰから  URL http://e-pcc.jp

治療家通信塾（CD会員）募集中
申込みはHPから

■  in東京(土)

1/18,3/15,5/17,7/19,10/18
■  in大阪(日)

2/16,9/21
■  in福岡(日)

6/15,12/21

治療家塾開講中ワンランク上の
治療と経営

新しい視点でアイデア提供をしていく、
　　　　　　　 コンサルティング的授業

誰でも参加OK!

参加費：10,500円

繁盛治療院のしくみ

■  in名古屋(日)

4/20,11/16

New!

2014年1月
発売

NPO 法人
日本手技療法協会

主催セミナー

費用

内容

会員無料
非会員：5,000 円

個別相談　90 分間

定員 先着順で定員になり次第締め切りま
すのでお早めにお申込みください

会場

ボディバランスアカデミー内教室

TEL : 03-5296-9055

申込
方法

お電話でお申し込みください。参加者には参
加整理券を送付いたします。日程、時間調整
のため本協会スタッフがお電話を差し上げる
ことがございますので、ご了承ください。

東京都千代田区神田淡路町 1-1-1-3F
（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸の内線・
 淡路町駅　Ａ５出口　徒歩１分）

開業まで
どうしたらいいの？

接骨院の開業には、資金面をはじめ立地条件・レイアウト・宣伝・役所の各種届出
など時間と労力そして資金が必要となります。このセミナーでは、接骨院開業ノウ
ハウを具体的に分かりやすくお教えします。

こんな悩みを解決します！
①開業したいが、自己資金があまりない。 ②自己資金があまりないので融資を受けたい。 ③融資先の決め方
と書類の作り方が分からない。 ④店舗の選び方が分からない。 ⑤開業の方法が分からない。（開業までの流れ
は？） ⑥スタッフの配置が分からない。 ⑦開業後、税務署への手続きの仕方が分からない。 ⑧保健所、厚生局
へ提出する書類の作り方が分からない。 ⑨各種届出書の提出タイミングが分からない。 ⑩内装のレイアウト
をどうしたら良いか分からない。 ⑪物理療法機器の選定と集患につながる機器が何か分からない。 ⑫チラシ
の作り方（内容）、撒き方、タイミングが分からない。 ⑬料金の決め方が分からない。 ⑭カルテのつくり方、
保険請求が分からない。 ⑮個人請求のメリットデメリットが分からない。

開催日

5 月 6 月 7 月

- schedule -

17 日 土

7 日 土

21日 土

5 日 土

19 日 土

原則として毎月第１、３土曜日

いずれの日も下記時間帯から選べます

14:20～15:50 16:10～17:40 18:00～19:30

講師
接骨院開業アドバイザー / 主任コンサルタント

川嶋隆司 氏　他

接骨院開業セミナー
※各セミナー共通です

治療院よろず相談
お受けします！

開業してみたものの、こんな悩みは誰に聞いていいか分からない･･･

こんな相談ありませんか？

開催日

5 月 6 月 7 月

- schedule -

10 日 土

24 日 土

14 日 土

28 日 土

12 日 土

26 日 土

原則として毎月第 2、4 土曜日

いずれの日も下記時間帯から選べます

14:20～15:50 16:10～17:40 18:00～19:30

講師
接骨院経営アドバイザー / 主任コンサルタント

細川光一 氏　他

治療院支援セミナー
そんな先生の疑問、質問なんでもよろず相談お受けします。

事情があり治療院を売りたい・買いたい（譲渡条件のポイント）01
開業 1 年目、初めての確定申告の方法について教えて？02
個人事業主・法人成りのメリット＆デメリットは何？03
院内を模様替えしたい＆変えたいがポイントは何？04
資金繰りが上手くいかない。05
今後の業界予測から経営を見直したい。06







法
人
の
別
な
く
数
値
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
法
人
も
同
様
で
す
。

　

売
上
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
全
件
平
均
値

（
表
１
）
を
見
る
と
売
上
合
計
は
平
成
24
年
が
平

成
23
年
（
前
年
）
比
１
５
７
５
千
円
と
28
千
円
の

減
少
、
平
成
25
年
は
１
５
５
１
千
円
と
24
千
円
減

少
し
て
い
ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
自
費
収
入
と
自

賠
責
収
入
は
２
年
連
続
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
保

険
売
上
は
平
成
24
年
が
前
年
比
65
千
円
、
平
成
25

年
は
60
千
円
減
少
し
２
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
売
上
合
計
に
占
め
る
保

険
の
割
合
は
、
平
成
23
年
69
・
３
％
、
平
成
24
年

66
・
４
％
、
平
成
25
年
63
・
６
％
と
３
年
連
続
の

上
田
曽
太
郎
の

初
歩
の
会
計
教
室保

険
売
上
２
年
連
続
減
少
︑

経
費
は
横
ば
い

第
40
回　

上
田
会
計
で
は
、
個
人
事
業
、
法
人
も
含
め
て

３
０
０
件
以
上
の
治
療
院
を
み
て
い
ま
す
。
今
回
、

平
成
25
年
度
個
人
事
業
の
確
定
申
告
の
終
了
に
あ

わ
せ
て
治
療
院
の
売
上
・
経
費
の
統
計
デ
ー
タ
（
月

次
平
均
値
）
を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対

象
は
顧
問
先
の
個
人
事
業
お
よ
び
法
人
で
、
割
合

は
個
人
事
業
62
％
、
法
人
38
％
、
地
域
は
関
東
圏

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。年
の
途
中
で
開
業
し
た
場
合
は
、

開
業
月
か
ら
の
月
割
で
平
均
月
額
を
計
算
し
、
開
業

半
年
未
満
の
治
療
院
は
除
外
し
ま
し
た
。
法
人
に
つ

い
て
は
、
直
近
の
決
算
期
２
期
分
を
使
用
し
て
お
り

個
人
事
業
と
の
比
較
時
期
は
ず
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

個
人
事
業
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
法
人

の
同
族
関
係
者
の
役
員
報
酬
は
除
外
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
個
人
事
業
で
分
院
が
あ
る
場
合
は
、
本

院
と
分
院
別
々
に
分
け
て
一
事
業
所
毎
の
数
値
に

し
て
売
上
・
経
費
の
平
均
値
を
計
算
し
、
個
人
事
業
、

単位：円全国平均値（表1）

＊広告宣伝費はH23年度はその他経費に含まれています。

平
成
25
年
度
治
療
院
の

売
上
・
経
費
デ
ー
タ

保険売上
自費収入
自賠責収入

自費売上

その他（物販等）
売上合計

従業員給与（専従者を除く）
支払家賃
減価償却費
交際費
福利厚生費
リース料
広告宣伝費*
その他経費
経費系
営業利益

1,112,357
306,574
145,396
40,612

1,604,939
425,158
178,977
80,548
23,034
7,190
36,233

378,803
1,129,943
474,996

69.3%
19.1%
9.15
2.5%

100.0%
26.5%
11.2%
5.0%
1.4%
0.4%
2.3%

23.6%
70.4%
29.6%

1,046,723
320,524
171,946
36,806

1,575,999
409,819
177,229
80,624
23,760
7,819
31,691
23,430
353,000

1,107,373
468,626

-65,634
13,950
26,550
-3,807
-28,940
-15,339
-1,748
77
726
629

-4,543

-2,373
-22,570
-6,370

-5.9%
4.6%
18.3%
-9.4%
-1.8%
-3.6%
-1.0%
0.1%
3.2%
8.8%
-12.5%

-0.6%
-2.0%
-1.3%

986,606
347,207
183,120
34,307

1,551,241
414,923
178,263
72,753
25,365
21,821
8,119
28,000
361,675

1,110,919
440,322

63.6%
22.4%
11.8%
2.2%

100.0%
26.7%
11.5%
4.7%
1.6%
1.4%
0.5%
1.8%
23.3%
71.6%
28.4%

-60,118
26,683
11,175
-2,499
-24,759
5,103
1,033
-7,871
1,606
14,002
-23,571
4,570
8,675
3,546
-28,304

-5.7%
8.3%
6.5%
-6.8%
-1.6%
1.2%
0.6%
-9.8%
6.8%

179.1%
-74.4%
19.5%
2.5%
0.3%
-6.0%

66.4%
20.3%
10.9%
2.3%

100.0%
26.0%
11.2%
5.1%
1.5%
0.5%
2.0%
1.5%
22.4%
70.3%
29.7%

科目
H23年度 H24年度 前年比増減

全件平均値
前年比増減H25年度
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減
少
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
自
費
売
上
は
増
え

て
い
ま
す
が
、
保
険
売
上
の
減
少
を
補
う
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
複
数
の
分
院
を
持
ち
こ
の

道
20
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
経
営
者
の
方
は
、
こ
れ

以
上
保
険
売
上
の
比
率
が
下
が
る
と
経
営
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

経
費
に
つ
い
て
は
、
経
費
合
計
が
平
成
23
年

１
１
２
９
千
円
、
平
成
24
年
１
１
０
７
千
円
、
平

成
25
年
１
１
１
０
千
円
と
、
大
き
な
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
内
訳
で
見
る
と
、
平
成
23
年
、

24
年
横
ば
い
だ
っ
た
福
利
厚
生
費
が
平
成
25
年
は

増
加
し
て
従
業
員
が
短
期
間
で
辞
め
な
い
よ
う
気

を
配
っ
て
い
る
治
療
院
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

リ
ー
ス
料
は
、
平
成
25
年
は
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
治
療
機
器
の
リ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
融
資
、

割
賦
で
の
購
入
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
他
の

治
療
院
の
広
告
宣
伝
費
は
ど
の
程
度
か
と
の
質
問

が
多
か
っ
た
の
で
、
今
回
よ
り
広
告
宣
伝
費
を
経

費
科
目
に
追
加
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
で
月
28
千

円
、
対
売
上
比
１
・
８
％
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
製
作
費
・
運
営
費
等
は
こ
の
広
告
宣
伝
費
に

な
り
ま
す
。
高
額
な
制
作
費
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と

み
な
さ
れ
る
場
合
は
、
い
っ
た
ん
資
産
計
上
す
る

の
で
、
広
告
宣
伝
費
に
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

結
果
と
し
て
営
業
利
益
は
、
平
成
24
年
は
前

年
比
６
千
円
の
減
少
、
平
成
25
年
は
４
４
０
千

円
で
前
年
比
28
千
円
減
少
と
２
年
続
け
て
減
少

し
ま
し
た
。
営
業
利
益
率
（
営
業
利
益
÷
売
上

合
計
）
は
平
成
23
年
29
・
６
％
、
平
成
24
年
29
・

７
％
、
平
成
25
年
28
・
４
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

こ
れ
は
、
保
険
売
上
の
減
少
を
自
費
売
上
の
増

加
で
補
い
、
思
う
ほ
ど
利
益
へ
の
影
響
は
な
か
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
事
業
だ
け

で
見
る
と
平
成
25
年
は
前
年
比
で
売
上
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
経
費
が
そ
れ
以
上
に
減
少
し

た
た
め
、
営
業
利
益
は
微
増
で
し
た
。
保
険
売

上
の
減
少
を
自
費
売
上
の
増
加
と
経
費
節
減
で

乗
り
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
で
表
は
省
略
し
ま
し
た
が
、
売

上
上
位
20
％
の
治
療
院
の
平
均
値
を
見
ま
す
。

平
成
25
年
の
売
上
合
計
は
３
０
３
５
千
円
と
前

年
比
４
・
２
％
の
減
少
で
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し

た
。
保
険
売
上
、
自
費
収
入
が
減
少
し
た
の
が

原
因
で
す
。
全
件
売
上
高
に
占
め
る
売
上
上
位

20
％
の
割
合
は
43
％
で
前
年
の
39
％
よ
り
ア
ッ

プ
し
、＂
業
界
の
売
上
上
位
２
割
の
院
で
業
界
売

上
全
体
の
４
割
を
占
め
る
＂
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

経
費
は
従
業
員
給
与
、
福
利
厚
生
費
が
増
加
し

た
結
果
、経
費
率
（
経
費
総
額
÷
売
上
合
計
）
は
、

67
・
７
％
か
ら
71
・
２
％
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

営
業
利
益
上
位
20
％
の
平
均
値
は
、
月
売
上

が
２
６
４
５
千
円
と
前
年
比
４
・
８
％
の
減
少
で

す
。
原
因
は
保
険
売
上
、
自
賠
責
収
入
の
減
少

で
す
。
全
件
の
営
業
利
益
合
計
に
占
め
る
営
業

利
益
上
位
20
％
の
院
の
利
益
合
計
は
平
成
24
年

49
・
０
％
。
平
成
25
年
53
・
６
％
と
＂
業
界
の

上
位
２
割
で
業
界
全
体
の
半
分
強
の
利
益
を
た

た
き
出
し
て
い
る
＂と
い
え
ま
す
。
こ
こ
３
年
間
、

占
有
割
合
が
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
組
織
的
に
企

業
体
と
し
て
取
り
組
む
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い

と
こ
ろ
と
で
格
差
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
表
は
割
愛
し
ま
し
た
が
、
地
域
を

東
京
23
区
内
、
東
京
23
区
外
、
神
奈
川
県
、
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
そ
の
他
の
６
つ
に
分
け
た

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
保
険
売
上
の
大
幅
減
が

原
因
で
月
平
均
売
上
が
平
成
24
年
に
前
年
比

11
・
７
％
減
と
大
幅
に
売
上
が
減
少
し
、
注
目

さ
れ
た 

「
東
京
23
区
内
」
の
平
成
25
年
売
上
は

１
５
０
２
千
円
と
前
年
比
60
千
円
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
内
訳
を
見
る
と
、
保
険
売
上
は
前
年

比
40
千
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
自
費
収
入
が

98
千
円
、
自
賠
責
収
入
は
６
千
円
の
増
加
で
保

険
売
上
の
減
少
を
自
費
売
上
で
補
い
、
な
お
余

り
あ
る
結
果
で
し
た
。
過
当
競
争
に
入
っ
た
23

区
内
は
、
自
費
売
上
に
力
を
入
れ
て
見
事
に
持

ち
直
し
ま
し
た
。
こ
の
平
成
24
年
か
ら
25
年
に

か
け
て
の
動
き
は
、
今
後
の
治
療
院
の
生
き
残

り
対
策
と
し
て
大
変
参
考
に
な
る
デ
ー
タ
だ
と

思
い
ま
す
。

　
「
初
歩
の
会
計
教
室
」
に
ご
質
問
、
ご
相
談
、

取
り
上
げ
て
欲
し
い
内
容
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

①
質
問
等
の
内
容
②
連
絡
先
③
お
名
前
④
開
業

し
て
い
る
方
は
開
業
歴
を
お
書
き
に
な
り
、
ひ
ー

り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部
「
初
歩
の
会
計
教
室

係
」
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

M
ail: edit@

healingm
.com

FAX
: 03-5296-9056

 

東
京
23
区
内
売
上
持
ち
直
す

質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

売
上
︑
営
業
利
益
上
位
20
％
の
特
徴
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第20回

　

厚
生
労
働
省
（
厚
労
省
）
医
政
局
の

資
料
で
は
医
療
関
係
職
種
と
は
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
視
能
訓
練
士
、
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、

柔
道
整
復
師
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
職
種
等
の
う
ち
、
あ
マ
指
師

を
除
く
養
成
所
の
事
務
・
権
限
は
、
現

在
地
方
厚
生
局
に
あ
り
ま
す
が
、
都
道
府

県
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
譲
さ
れ
る
の
は
「
①
養
成
施
設
の
指
定　

②
養
成
施
設
に
関
す
る
変
更
の
承
認
及
び

届
出　

③
養
成
施
設
か
ら
の
報
告　

④
養

成
施
設
に
対
す
る
報
告
徴
収
及
び
指
示　

⑤
養
成
施
設
の
指
定
の
取
消
し
」
で
来
年

の
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

あ
マ
指
師
に
つ
い
て
は
、「
視
覚
障
害

者
の
資
格
保
有
者
が
多
く
、
視
覚
障
害
者

の
職
域
確
保
の
観
点
か
ら
養
成
所
の
指

定
申
請
等
を
承
認
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
権
限
が
あ
る
が
、
免
許
合
格
者
の
就
労

場
所
と
養
成
施
設
の
場
所
は
同
一
で
は

な
く
、
養
成
所
申
請
に
対
す
る
判
断
に
は

広
く
国
の
状
況
を
見
る
必
要
が
あ
り
前

記
①
～
⑤
の
権
限
は
都
道
府
県
知
事
へ

移
譲
せ
ず
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
大
臣
が

行
う
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
マ
指
師
の
養
成
所
に
つ
い
て
「
指
定

申
請
等
を
承
認
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
権

限
が
あ
る
が
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
、

あん摩マッサージ指圧師

ＮＰＯ法人日本手技療法協会  佐藤吉隆

あん摩マッサージ指圧師

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
12
月
20
日
に
「
事
務
・

権
限
の
移
譲
等
に
関
す
る
見
直
し
方
針
に
つ
い

て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
分

権
改
革
の
一
環
で
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
へ
事
務
・

権
限
の
移
譲
等
を
推
進
す
る
と
い
う
考
え
方
に

立
っ
た
も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省
関
係
の
医
療
関

係
職
種
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
の
中
で
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
（
あ
マ
指
師
）
の
養
成
所
だ

け
は
移
譲
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

第20回

指
定
権
限
移
譲
内
容

訪問
マッサージ

の
現状

訪問
マッサージ

の
現状
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私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
す
が
こ
の
10
年
間
、
晴
眼

者
（
視
覚
障
害
者
の
対
義
語
で
視
覚
に
障
害
の
な

い
者
）
の
養
成
所
は
全
国
で
21
校
の
ま
ま
で
１
校

も
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
視
覚
障
害
者
の
あ
マ
指
師
、

は
り
・
き
ゅ
う
師
を
養
成
す
る
盲
学
校
は
全
国
で

06
年
で
は
71
校
（
国
立
１
校
，
公
立
68
校
，
私
立

２
校
）
あ
り
ま
す
。

　

盲
学
校
で
は
あ
マ
指
師
、
は
り
・
き
ゅ
う
師
を
目

指
し
、
全
国
で
お
よ
そ
千
名
弱
の
在
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。
若
干
デ
ー
タ
は
古
い
の
で
す
が
、
厚
労
省
の

06
年
の
集
計
で
は
視
覚
障
害
者
は
31
万
人
、
こ
の
う
ち

就
業
し
て
い
る
人
が
８
・
１
万
人
、
就
業
者
で
あ
マ
指

師
と
し
て
就
業
し
て
い
る
人
が
２
・
４
万
人
い
ま
す
。

　

視
覚
障
害
者
と
い
っ
て
も
障
害
を
大
別
す
る
と

「
視
力
障
害
」「
視
野
障
害
」「
色
覚
障
害
」
の
３
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
力
障
害
は
「
全
盲
」

「
弱
視
」
の
二
つ
に
大
別
で
き
、
視
覚
障
害
者
全
体
の

約
８
割
が
弱
視
者
で
残
り
が
全
盲
と
そ
の
他
で
す
。

視
野
障
害
は
、「
狭
窄
」「
暗
点
」
の
２
つ
に
大
別

で
き
ま
す
。
中
心
部
を
残
し
て
周
辺
部
が
見
え
な
い

同
心
狭
窄
、
全
体
的
に
狭
く
な
る
求
心
性
視
野
狭
窄
、

視
野
の
片
側
が
見
え
な
い
半
盲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

色
覚
障
害
は
、
色
と
色
の
組
み
合
わ
せ
が
判
別
で
き

な
い
、
ま
た
は
判
別
し
に
く
い
障
害
を
い
い
ま
す
。

　

私
が
講
師
を
務
め
る
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
修
に
も

盲
学
校
出
身
の
視
覚
障
害
者
が
何
人
も
参
加
さ
れ
て

学
ば
れ
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
と
い
う
と
全
盲
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
前
述
の

よ
う
に
一
様
で
は
な
い
こ
と
を
晴
眼
者
は
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

厚
生
省
（
当
時
）
の
「
保
険
衛
生
行
政
業
務
報
告
」

に
よ
る
と
、
あ
は
き
師
に
従
事
す
る
晴
眼
者
の
割
合

は
年
ご
と
に
増
加
し
、
従
事
す
る
視
覚
障
害
者
と

晴
眼
者
の
比
率
は
60
年
に
は
55
・
７
％
対
44
・
３
％

だ
っ
た
も
の
が
、
79
年
に
は
46
・
４
％
対
53
・
６
％

と
逆
転
し
、
以
来
あ
マ
指
師
の
晴
眼
者
に
対
す
る

視
覚
障
害
者
の
割
合
は
減
少
傾
向
で
、
現
在
は
20
％

程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

晴
眼
者
の
あ
マ
指
師
の
12
年
の
合
格
者
は

１
１
５
９
人
、
13
年
は
１
１
５
１
人
、
今
年
は

１
０
９
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
晴
眼
者
の
養
成

所
は
21
校
で
、
北
か
ら
順
に
宮
城
県
に
１
校
、
埼

玉
県
１
校
、
東
京
都
８
校
、
神
奈
川
県
３
校
、
静
岡

県
１
校
、愛
知
県
２
校
、京
都
府
１
校
、大
阪
府
２
校
、

香
川
県
１
校
、
鹿
児
島
県
１
校
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
分
か
る
よ
う
に
北
海
道
と
東
北
６
県
に
１
校
、
中

国
四
国
に
１
校
、九
州
に
１
校
な
ど
と
数
が
少
な
く
、

晴
眼
者
が
あ
マ
指
師
に
な
ろ
う
と
す
る
と
関
東
以
外

は
通
学
範
囲
に
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

養
成
所
を
卒
業
し
た
晴
眼
者
の
あ
マ
指
師
は
ど
の
よ

う
な
進
路
を
取
っ
て
い
る
か
、
東
洋
療
法
学
校
協
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は

07
年
か
ら
11
年
ま
で
の
５
年
間
で
国
家
試
験
に
合

格
し
、
あ
マ
指
師
、
鍼
・
灸
師
の
免
許
を
持
っ
た
人

が
ど
の
よ
う
な
進
路
を
と
っ
た
か
調
べ
た
も
の
で
す
。

　

５
年
間
の
卒
業
生
全
体
に
お
け
る
取
得
免
許
の
比

率
は
、
は
り
師
86
・
０
％
、
き
ゅ
う
師
84
・
５
％
、

視
覚
障
害
者
の
養
成
所
と
障
害
の
種
類

晴
眼
者
の
あ
マ
指
師
の

養
成
所
卒
業
生
の
進
路

創始者：宮野  博隆
元ＰＡＡＣ/ＳＯＴ研究委員長
米国 SOT 優秀インストラクター賞受賞
2000 年米国で国際仙骨後頭骨学会
研究者大賞受賞（日本人唯一）
過去に掲載された特集／ひーりんぐマガジン･
ビジネスデータ･シャキッと･その他多数

驚異のソフトブロック テクニック!!驚異のソフトブロック テクニック!! 「パーフェクトクラニオロジー協会」
は正会員を募集しています。

「パーフェクトクラニオロジー協会」
は正会員を募集しています。

｢ベーシックコース｣

＊短時間で劇的効果！    ＊誰でもできる簡単テクニック！
＊1回の受講でスグ使える！    ＊今の手技と併用できる！

≪確固たる診断理論と技術が､あなたの治療の指針となります！≫
科学的・論理的な技術を学ぶ人が450名（協会設立7年）を超えました！世界最先端の技術が競合店に差をつける！

● ベーシック・コース受講料：正会員8,100円  非会員20,000円（体験受講は10,000円のみ）
● テキスト：5,400円（税込）
● ソフトブロック（2個セット）：10,800円（入会すると特典として無料進呈） ※ソフトブロック実用新案登録申請中

今なら初年度年会費免除！●入会金30,000円  年会費20,000円（今なら初年度年会費免除！）●
●上限額1億円の傷害保険加入可能（有資格者+7,000円 無資格者+10,000円）

-------------------詳しくは下記にお問い合わせ下さい-------------------
[問合せ･申込先] パーフェクト  クラニオロジー協会   TEL･FAX : 03-3736-6508

URL : http://www.perfect-craniology.jp/　MAIL : csf_practice@yahoo.co.jp

【講　師】
市橋 悟（PCA 公認インストラクター）

【日　時】
毎月第 4 日曜日  AM10:00 ～ PM4:30

【会　場】
東京都大田区東蒲田 2-29-13 
 オタマビル 1F
｢臨床コース｣

【講　師】 宮野 博隆（毎月第2日曜日）
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特 徴 保険が適用される「訪問医療マッサージ」の基礎から
療養費支給申請書の提出まで、営業ノウハウを中心に
懇切丁寧に指導しますので、独立、開業や他業種から
の参入が容易にできます。実際に治療院を開業・運営
していたベテランの講師が、事例を数多く入れながら
具体的で実践的な研修を行いますので役立つ知識が身
に付きます。研修後も質問等を受け付けていますので
安心です。

目 的 高齢社会に貢献する訪問医療マッサージを行うマッ
サージ師および訪問医療マッサージ業の育成、普及を
目的として講師が現地に出張して研修を行う。

講 師 佐藤吉隆（ＮＰＯ法人日本手技療法協会理事長・ひー
りんぐマガジン編集長） ※都合により変更される場合があ
りますので了承願います ※研修教材は当方で準備します

準 備 受講に際し、事前に準備や調査を行っていただくこと
があります。 ※会場での準備：黒板またはホワイトボード、
場所・人数によっては音響機器等

注意事項 テープレコーダー、ICレコーダー、ビデオカメラ等不可

対 象 者 あマ指師資格者、専門学校生および国家試験受験資格
者。未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経営
者、営業担当者、事務担当者、他
※この研修は「あん摩マッサージ指圧師」の資格を取
るものではありません

会 員

研修費用および参加人数

お申し込み
問い合せ先

20 万円（２日間）2 名以上 10 名まで
11 名以上は１名 1 万円増

一 般 30 万円（２日間）2 名以上 10 名まで参加
11 名以上は１名 2 万円増

期 間 ２日間（土、日、祝 可）研修時間は基本的に
10 時 30 分～ 16 時 30 分
お申し込み　電話、ＦＡＸ、メールでの申し込み、スケ
ジュール調整後日程を決定する。
※ご希望の日程が取れない場合がありますので了承願います

８年間で 200 人以上の参加実績を誇る研修をあなたの街で実施します！

訪問マッサージの知識

健康保険の仕組みと介護保険

患者新規開拓

ケアシートと同意書取得

生活保護

スケジュール作成と管理

療養費支給申請書

訪問マッサージの意義と目的
保険請求のための基礎用語と知識
健康保険の種類と負担割合
医療助成と保険請求
介護保険の特徴と要介護度
パンフレットの作成と内容
営業先の選定と問題点
効率的な営業方法
患者情報収集とケアシートの作成
同意書の申請取得の実際
文書の取扱方法
給付要否意見書

作成上の注意点
クレームの実例とその対処法
書き方と提出方法

営業開発研修（1.5 日間）

※往復旅費（発地東京）・現地交通費は招聘者の負担となります

ＮＰＯ法人日本手技療法協会
TEL:03-5296-9055 FAX:03-5296-9056
Mail: info@e-shugi.jp

業務管理研修（0.5 日間）

あ
マ
指
師
が
47
・
１
％
で
す
（
１
人
で
複
数
の
免
許

取
得
が
可
能
な
た
め
取
得
免
許
数
は
全
体
の
人
数
を

超
え
ま
す
）。
男
女
比
率
で
は
あ
マ
指
師
の
女
性
が

若
干
、
男
性
を
超
え
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
は
男
女

ほ
ぼ
同
数
で
す
。

　

取
得
し
た
免
許
の
実
務
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、

あ
マ
指
師
、
は
り
・
き
ゅ
う
師
と
も
８
割
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

治
療
院
を
開
設
し
て
い
る
か
、
勤
務
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
、
開
設
し
て
い
る
あ
マ
指
師
、
は
り
・

き
ゅ
う
師
は
全
体
の
33
・
１
％
、
勤
務
し
て
い
る
人
は

70
・
０
％
で
勤
務
し
て
い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、開
設
し
て
い
る
人
は
、は
り
・
き
ゅ

う
師
よ
り
も
あ
マ
指
師
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
マ
指
師
の
勤
務
先
は
あ
マ
指
施
術
所
が
24
・
０
％
、

出
張
施
術
の
み
が
19
・
７
％
、
病
院
・
医
院
が
13
・
５
％
、

老
人
医
療
施
設
が
10
・
１
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
開
設
者
の
報
酬
、
勤
務
者
の
給
与
を
見
て

い
き
ま
す
。
あ
マ
指
師
、
は
り
・
き
ゅ
う
師
の
全
体

で
は
平
均
月
額
は
開
設
し
て
い
る
層
で
20
・
３
万
円
、

勤
務
し
て
い
る
層
が
20
・
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

免
許
の
種
類
の
分
類
に
よ
れ
ば
あ
マ
指
師
の
月
収
は

20
～
25
万
円
が
多
く
、
次
い
で
10
万
円
未
満
、
15
～

20
万
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

視
覚
障
害
者
で
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
業
務
で
活
躍

し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
こ
と
も
多
く
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
支
え
る

仲
間
と
し
て
大
き
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
晴
眼

者
も
視
覚
障
害
者
も
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
超
高

齢
社
会
の
た
め
の
貢
献
を
推
し
進
め
て
行
く
よ
う
努

力
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

アンケート調査結果から数値を抜き出す際、あマ指、はり・きゅうの３種類の免許を同時に保持した人は参入
していません。詳細を知りたい方は東洋療法学校協会「第４回あん摩マッサージ指圧・はり師及びきゅう師　
免許取得の進路状況アンケート調査報告」をご覧下さい。（http://www.toyoryoho.or.jp/book/an_04.pdf）

※
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2 日間でも
研修可能！

保険が適用される「訪問医療マッサージ」の基礎から療養費支給申請書の提出までを、
営業ノウハウを中心に懇切丁寧に指導しますので、独立、開業や他業種からの参入が容
易にできます。実際に治療院を開業・運営していたベテランの講師が、具体的な事例を
数多く入れた実践的な研修を行いますので役立つ知識が身に付きます。さらに３日間
コースでは治療に関連するその他さまざまな情報を提供します。また、研修終了後も質
問等を受け付けていますので安心です。

目 的 高齢社会に貢献する訪問医療マッサージを行うあん
摩マッサージ指圧師（あマ指師）の育成および訪問
医療マッサージ業の普及を目的として研修制度を確
立し実施する。特に優秀な成績で研修を修了したあ
マ指師に対しては、優良訪問あん摩マッサージ指圧
師として認定し支援を行う。

時 間 10:30 ～ 17:00（３日目は～ 16:30）
※変更、延長する場合があります。

場 所 東京都千代田区神田淡路町（会場変更の場合あり）

定 員 各回若干名（会員優先）

申込方法 申込後、当協会より申込用書類を送付します。用紙
に必要事項を記入捺印し返送してください。申込書
到着によって正式に申込み受諾とし、研修参加許可
書を郵送いたします。
※なお、定員になり次第締め切りますのでお早めに
お申し込みください。ご希望の日程が取れない場合
もありますのでご了承ください。

前 準 備 受講に際し、事前に準備や調査を行っていただくこ
とがあります。詳細はお問い合わせください。

受講時、持参していただくもの
名刺、筆記用具、ノート、他。テープレコーダー持参可

対 象 者 あマ指師資格者、専門学校生および国家試験受験資
格者、未資格者で訪問医療マッサージを開業する予
定の経営者、営業担当者、事務担当者、他
※この研修は「あマ指師」の資格を取るものではあ
りません

認定条件 本研修講座の４課程を修了し、優秀な成績を修めた
「あマ指師」。未資格者の認定制度有（有料・詳細は
お問い合わせください）。

研修費用 3 日間コース：会員 8 万円  /  一般 10 万円
2 日間コース：会員 7 万円  /  一般 10 万円（税込）

研修科目マッサージ研修　研修実施日

研修内容と時間

訪問マッサージの意義と目的
保険請求のための基礎用語と知識
健康保険の種類と負担割合
医療助成と保険請求
介護保険の特徴と要介護度
パンフレットの作成と内容
営業先の選定と問題点
効率的な営業方法
患者情報収集とケアシートの作成
同意書の申請取得の実際
文書の取扱方法
給付要否意見書

作成上の注意点
クレームの実例とその対処法
書き方と提出方法

患者情報入力からレセプト発行まで

責任の明確化と示談交渉等の対応法
施術家向け賠償責任の現状
事故発生状況と示談金額の傾向・他
問い合わせ等への対処方法
保険者主導請求の回避方法
賢い請求団体の選び方
治療院業務の実際
質疑応答

訪問マッサージの知識

健康保険の仕組みと介護保険

患者新規開拓

ケアシートと同意書取得

生活保護

スケジュール作成と管理

療養費支給申請書

施術トラブル

保険者対応

治療院運営実例と総括質問

レセプト発行ソフト RecePro（R－up）
デモンストレーション

営業開発研修（1.5 日間）

業務管理研修（0.5 日間）

治療関連研修（1.0 日間）*２日間コースは除く

※研修日程は基本的に毎月第１週目の水～金曜日、第３週目の月～水曜日です。研修日程
は　変更になることがあります。この研修はあマ指師の資格をとるものではありません。

※２日間のコースには３日目の研修内容がありません。
※研修内容および時間は変更することがあります。

第 185 回

第 186 回

第 187 回

第 188 回

第 189 回

第 190 回

7 月 2 日 ～ 7 月 4 日水 金

5 月 7 日 ～ 5 月 9 日水 金

6 月 4 日 ～ 6 月 6 日水 金

7 月 28 日 ～ 7 月 30 日月 水

第 191 回 8 月 6 日 ～ 8 月 8 日水 金

5 月 19 日 ～ 5 月 21 日月 水

6 月 16 日 ～ 6 月 18 日月 水

研修内容

1 日目 営業開発 10:30 ～ 17:00

10:30 ～ 17:00

10:30 ～ 16:30

スケジュール作成と管理

営業開発・業務管理

治療関連

2 日目

3 日目

時　間

お申し込み・お問い合せ NPO 法人日本手技療法協会
〒101-8691  東京神田郵便局  私書箱 53 号
TEL：03-5296-9055  /  FAX：03-5296-9056
Mail：info@e-shugi.jp
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NPO法人日本手技療法協会入会のご案内

NPO法人日本手技療法協会　

〒101-8691 日本郵便（株）神田郵便局郵便私書箱53号　TEL 03-5296-9055   FAX 03-5296-9056　mail:info@e-shugi.jp　http://www.e-shugi.jp/

・4月から学生会員の募集を開始しました！・

・会 員 特 典・
手技療法家のビジネス情報誌「ひーりんぐマガジン」
（年4回発行）が無料配布されます。
会員カードが配布されます。
本協会が認める優秀な会員、積極的に協力した会員
に対する表彰制度があります。
本協会主催のセミナー・研修・講習会などに優先的に
参加ができます。
本協会主催のセミナー・研修費用に割引価格で参加
ができます。

1

2
3

4

5

在庫切れの「ひーりんぐマガジン」のバックナンバー
を実費（コピー代）で入手できます。
本協会から各種情報を希望により提供いたします。
本協会と提携企業の商品を購入する場合、割引価格
で購入ができます。
名刺に「NPO法人日本手技療法協会会員」と記載
することができます。
院内掲示用の会員証を購入することができます。

6

7
8

9

10

学生会員：入会金無し　年会費3,000円

情報誌「ひーりんぐマガジン」（年4回発行）が無料配布されるほか、本協会主催のセミナー研修、講演会などに会員価格で
参加することが可能です。※入会に際しては学生証のコピーを提示していただきます。

非会員の方で「ひーりんぐマガジン」の購入を希望する方は、NPO法人日本
手技療法協会のホームページまたは下記までお申し込みください。なお、
在庫のない号は購入できません。

在庫数に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。バックナ
ンバーは各号1冊1,000円（税別）＋送料・手数料300円（会員は送料・手
数料は無料）です。

入会金無し：年会費5,000円 ※入会希望の方はNPO法人日本手技療法協会の
　ホームページまたは下記へお申込み下さい

NPO法人日本手技療法協会　TEL 03-5296-9055    E-mail  info@e-shugi.jp
●お申込・お問合せ

NPO法人日本手技療法協会  院内掲示用会員証
好評発売中

貴院の名前が入った世界に一つの会員証です。院内に豪華さと信頼を与えます。

額縁入り会員証
表面はアクリル製で、裏から
レーザーで文字を直接彫刻
しています。外枠は木製。壁掛
けですが置くこともできます。

オーナメント会員証
本体はアクリル製、額縁入り会員
証と同様、レーザー文字彫刻
です。台はポリストーン製。
アクリル製なので落としても
割れません。

販売価格50,000円（税別）
荷造り送料：全国一律1,000円（税別）
W150mm×H205mm×D60mm  600g

販売価格30,000円（税別）
荷造り送料：全国一律1,000円（税別）
W200mm×H260mm×D15mm  300g
※写真の文字ははめ込み合成です

※一点ずつ製作しますのでお申込後、納品されるまで約3週間かかります。製作開始後のキャンセルおよび院名変更はできません。
　院名が長い場合文字は小さくなります。商品は工場から直送します。本協会の会員以外の方は購入できません。

額縁入り会員証、オーナメント会員証のセット同時購入は、  特別価格70,000円  （税別、荷造り送料無料）でご提供。

納品までの流れ お申込 彫刻院名確認 ご送金 製作 納品



〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-1-1 KA111ビル  TEL 03-3255-0772  FAX 03-3255-0322   http://www.mdx-edu.com/  E-mail:mdxbba@mdx-grp.co.jp

セミナー情報̶ 1 心理学・言語学のスキルを体系的に学び、コミュニケーション力を上げる脳トレーニング講座。
1日完結講座。
手技療法家、治療家、スタッフ。接遇教育をお考えの経営者。
6月17日（火）14時～16時30分
メディックス会員7,000円　一般8,000円（税別、テキスト込み）
当教室。東京メトロ淡路町駅1分。JR御茶ノ水駅10分。
詳細はホームページまで。HPから申込可。

内容:

対象:
日時:
費用:
場所:
備考:●メディックスボディバランスアカデミー

手技療法家のための接遇講座
脳トレで心を離さない

セミナー情報̶ 3 TIS式骨盤矯正法（ねこ背、そく湾、肩コリ、腰痛、むくみ等の解消）詳しくはHPにて
柔整師、整体師、各種マッサージ師、エステシャン等のプロの方
月1回3日間（土曜～月曜）詳しくはHPにて
150,000円（税別）
TIS整脚センター（JR大塚駅南口から徒歩2分）
1回での受講は6名まで

内容:
対象:
日時:
費用:
場所:
備考:●（株）整脚センター（TIS総合美容整体スクール）

T I S 式 骨 盤 矯 正
セミナー（3日間）

〒151-0033 東京都渋谷区代々木1-36-6 代々木駅前ビル6階  TEL＆FAX 03-5371-3142   http://www.mb-bas.com  E-mail:info@mb-bas.com

セミナー情報̶ 4 不況を生き抜くための整体。瞬時に患者の体を変化させ、治療効果を飛躍的に高める整体。
柔整師、鍼灸師、整体師、トレーナー、マッサージ師、カイロ、治療家
奇数月 第4日曜日 10時～17時
20,000円（税別）
都内会場（会場の詳細はお問合わせください）
詳細はHP「MB式」で検索。

内容:
対象:
日時:
費用:
場所:
備考:●MBボディアートスクール

不況を生き抜くために！
MB式整体講座

〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-41-10 河野ビル4F  TEL 03-3947-0730  FAX 03-5940-3493   http://seitai-school.com/  E-mail:nanbu@seikyaku.com

〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11住友生命五反田ビル10階  TEL 03-3491-4836   http://www.tokyo-smille-shugi.jp/

セミナー情報̶ 2 開業前の準備と資金調達のノウハウ、開業後の成功と失敗事例
治療院の開業を考えている方
5月25日（日）13:30～15:00（13時受付開始)
無料
〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11住友生命五反田ビル11階 当事務所セミナールーム
詳しくは、当事務所までお問い合わせください。（担当：上野）

内容:
対象:
日時:
費用:
場所:
備考:●上田公認会計士事務所

独立開業セミナー開催！
独立開業のノウハウ教えます

柔道整復師向けレセコン
RecePro

東京都千代田区神田淡路町 1-13

TEL : 03-3254-1009  /  Mail : info@upsystem.jp
http://www.up-sys.co.jp/アップシステム 検 索

お問い合わせ

無料体験版もご用意していますので、
是非お気軽にお問い合わせください。

柔道整復師向け
レセプト発行管理システム

RecePro(M-up)
CLOUD

High Security

月使用料金

25002500￥￥
　（税抜き）～

NPO法人日本手技療法協会
日本治療協会
5月17日、6月21日、7月19日（すべて土曜日） 時間はいずれも17:00～18:00
無料
松尾英彦（個人情報保護士）他
ボディバランスアカデミー内教室 東京都千代田区神田淡路町1-1-1-3F

（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸の内線・淡路町駅 A5出口 徒歩1分）

主 催：
共 催：
日 時：
入 場：
講 師：
会 場：

● NPO法人日本手技療法協会

特別セミナー

治療院の
個人情報保護と
SPマーク」

「
入場無料 治療院業界における個人情報の保護と取り扱い

方法、そしてSPマークに関してわかりやすく解説
します。

〒101-8691 日本郵便（株）神田郵便局私書箱53号 TEL 03-5296-9055   FAX 03-5296-9056　mail:info@e-shugi.jp
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第 37 号  　   　売り切れ

 ● 続・どうなる 療 養
費 改 定 !?  ● 要 注 意 !
手 技による事故 増加
 ● 「 シリーズ 喝！」 柔
道整復かくあるべし !

第 38 号

 ● 手技療法家に聞きま
した どうする、どうな
る 2013 年  ● 「シリーズ 
喝！」 柔整師かくある
べし !

第 8 号

 ● 不 正 請 求 の 実 態 5 
患 者 ア ン ケ ー ト 保
険者からの照会が増加
 ● “ 増患請負人 ” のマ
ル秘テクニックを公開

第 39 号

 ● 柔 整・あはき施 術
の 療 養 費 の 一 部 改
正ー 5 月 1 日から実 施
 ● 第 21 回 国 家 試 験
合格者発 表 柔整合格
率は過去最低の 68.2％
 ● 「シリーズ喝！」鍼
灸マッサージ師かくあ
るべし !

第 9 号

 ● 院 内デザインの 奥
義  ● ホームページの
活用とポータルサイト
 ● 国 試 対 策は万全で
すか？

第 10 号

 ● 節税対策と資産形
成 生命保険の活用…
前編  ● 交通事故の保
険請求－仕組みと実際
 ● 人材派 遣の活用を
考える  ● 続・院 内デ
ザインの実際

第 24 号

 ● 新型インフルエン
ザ対策などにみる院
内感染予防法  ● いま
さ ら 聞 け な い 施 術
院の常識  ● 開業セミ
ナーに見る柔整師気
質 開業前の心構えと
備えーこんな人は開業
してはいけない

第 25 号　    　 売り切れ

 ● 保 健・衛 生行政 業
務報告に見る接骨院
の現状  ● 民主党政権
下における手 技 療 法
業界はどうなる？

第 13 号

 ● 覆面座談会 専門学
校 3 年生 だ からみえる
学校と業界  ● " 高齢者
向け筋トレ " を中心と
した介護予防のノウハ
ウを学ぶ「介護予防運
動指導員」 の将来性  

第 26 号

 ● 食べる社会貢献と
接 骨院 の取り組みー
ファーマーズマーケット  

 ● リラクゼーションサ
ロンに見る人材 教 育
のノウハウ！ 急成長の
仕掛け人に学ぶ  ● 新春
対談 今年流行る治療
院スタイルを占う

第 22 号  　   　売り切れ

 ● 大阪気質に学べ ! 不
正請求キャンペーンな
ど跳ね返す  ● 業界初 ? 
入金開示の請求会社
 ● いまさら聞けない施
術院の常識 第 2 回「受
領委任」

第 11 号

 ● 自由診 療に役 立つ
学 校－増患・増収につ
な が る 技 術 の 習 得 －
 ● 続・交通事故と接骨
院－実録・交通事故患
者がやってきた  ● 院内デ
ザインの実際 Vol．3

第 23 号

 ● 緊急電話アンケート 
あなたの院では経済
不況の影 響を受けて
いますか  ● 第 17 回国
試合格者発表  ● 不況
時代を乗り切る ! もう
１つの資金調達法

第 36 号

 ● どうなる療養費改
定 !?  ● 正しい交通事
故対応法 施術と請求の
問題  ● 空き時間を有
効活用・整体師養成
講座 NPO 法人 日本手
技療法協会・整体師会

第 12 号

 ● 開業資金節約  ● 不
用 品 のリサイクルで
経営改善  ● 治療院に
おける個 人情 報 保 護
 ● 院内デザインの実際 
Vol．4  ● 節 税 対 策と
資産形成…後編

バックナンバーの購入は各号、1 冊 1,000 円 (税別）+送料+手数料300円（会員は
送料・手数料は無料）です。ご希望の方は下記までお申込み下さい。在庫数に限
りがあるため、ご希望に添えない場合がありますので、あらかじめご了承下さい。
完売しています創刊号〜第 4 号、第 6 号、第 7 号、第 22 号、第 25 号、第 32 号、
第 34 号、第 37 号につきましては会員限定で、モノクロ（1 頁 30 円・送料別）ま
たは PDF ファイル（1 冊 500 円・CD-R 代・送料別）にてお分けいたします。

お問合せ先
〒 101-8691 日本郵便株式会社 
神田郵便局郵便私書箱 第 53 号『ひーりんぐマガジン』編集部
TEL 03-5296-9061　FAX 03-5296-9056
http://www.e-shugi.jp/

第 14 号

 ● 新春覆面放談 国家
資格はもういらない？
 ● SP マークとその効
用 治療院向け個人情報
保護認定制度・SP マー
ク取得者に聞く「取得過
程で悩みは解決」  

第 27 号

 ● 民主党政権が目指す手
技療法業界とは？ 「 受領
委任払いは今後も堅持」 

 ● 覆面座談会 教育現場
から見た柔 整 業界の今
後  ● 第 18 回国試合格者
発表 既卒者の伸び目立つ
柔整師合格率  ● ネーミン
グ入門 流行る治療院のネー
ミングはココがちがう！

第 28 号

 ● 平成 22 年療養費改
定とその背景  ● 手技
療法家のためのコミュ
ニケーション術  ● 治療
家がとっておきたいも
う１つの資格ー健康管
理士  ● 民主党のすす
める統合医療の今後

ストレリチア（極楽鳥花）の花言葉
「輝かしい未来・寛容・強運・万能・情熱」

ストレリチアのフラワーセラピー
「ビタミンカラーと呼ばれるオレンジ色の花が
温かな優しさを運んでくれます。物事に行き
詰まった時、現状をなんとか打開したい時に
そばに置いておくと良いといわれています。」

VOL.41
2013.10.25 発行
季刊：Autumn
第11巻第4号 通巻第41号

好評！学べる〈連載〉
■人材を人財に変える教育術
■治療家のための法律入門
■上田曽太郎の「初歩の会計教室」
■訪問マッサージの現状

「今」を乗り越えるために
力を振り絞って前へ前へと進みたい

土田和歌子さん

http://www.e-shugi.jp

（車いすアスリート、パラリンピック金メダリスト）

さんさん

若手治療家でも身につけられる
関節ストレッチ＆トレーニング

株式会社フラスター 取締役副社長／日本関節コンディショニング協会（JJCA）理事長矢野 啓介

いまさら聞けない治療院の常識
「 柔 道 整 復 」

永 久
保 存 版

メディックス会員治療家インタビュー
今、この先生が熱い！
■ 横山 寛彦先生　■ 岩井 隆浩先生
■ 岡田 晴道先生　■ 長濱 正信先生

整骨院が考案・開発
「トルマリンホットパック」
「業務改革」と「患者様の満足」ふたつを同時に満たすことを可能にした
『温熱療法トルマリンパック』の魅力とは？

緊急取材で魅力に迫る！

第 40 号

 ● ひ ーりんぐマガジ
ン 記 事 に 見 る 手 技
療 法 の 変 遷  ● い ま
さら聞けない治療院
の 常 識  ● 手 技 療 法
業 界 10 年 史  ● 創 刊
10 周 年 記 念 Special 
Interview 益子直美さん
 ● 創刊 10 周年特別企
画 メディックス会員
治 療 家インタビュー 
ひ ーりんぐマガジンと
共に歩んで 株式会社メ
ディックス

第 41 号

 ● DATA に 見 る 柔 道
整 復 師 の 動 向  ● 若
手 治 療 家 で も 身 に
つけられる関 節スト
レッチ＆トレーニング  
● いまさら聞 け な い
治療院の常識   ● 創刊
10 周 年 記 念 Special 
Interview 土 田 和 歌 子
さん  ● 今、この先生が
熱い！ メディックス会
員治療家インタビュー

第 42 号

 ● 【増税直前特集】療
養費扱い 治療院への
影 響  ● あと 1 ヵ月の
国 試 対 策「 柔 整 編 」  
● いまさら聞 け な い
治療院の常識   ● 「知
ら な い 治 療 院 」 を

「知っている治療院 」
へ メディカルアドバ
ンスの 挑 戦  ● Special 
Interview 有 森 裕 子さ
ん  ● 今、この 先 生 が
熱い！ メディックス会
員治療家インタビュー
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第 7 号  　　　 売り切れ

 ● 個人情報保護法ー
治 療 院 で の 対 応 は
 ● 覆面座談会 業界の
営業マンは見た！勝ち
組繁盛治療院のヒミツ

第 20 号

 ● モンスターペイシェ
ントの実 態  ● 話題の
ホリスティック医学と
は？  ● 広告宣伝の効
果と具体例～折 込チ
ラシ編 

第 33 号

 ● 警察 OB の対策に学
ぶ モンスターペイシェ
ント、クレーム対応術  

 ● 整体院・接骨院が
院内スクールに変身  

 ● 今からでも間に合
う柔整国試対策のコ
ツ 杏文塾にみる合格へ
の最短距離学習法

第 21 号

 ● 超多忙の年末に備
える！  ● 手 技 療 法 業
界の将来を読む  ● い
まさら聞けない施 術
院 の常 識 第 1 回「 健
康保険」

第 34 号        　 売り切れ

 ● 統合医療の未来 日
本統合医療学会 副理事
長・東北 大学 名誉教 授 
仁田新一氏に聞く  ● 新
春メッセージ 小宮山
厚生労働大臣  ● 社員
教育コンサルタントが
語る 基本・習慣・信頼
の仕事術  ● 自費治療に
おすすめ技術 「ソフト
ブロック」「動体療法」

第 35 号

 ● いまどき柔道整復業
界  ● 患者の心をつか
む会話術  ● 第 20 回国
家試験 合格者発表 柔
道整復師の合格率前
年比 8.1 ポイント上昇

第 19 号

 ● 食育と手技療法、後
期高齢 者医療制度と
その裏側  ● 究極の自
由 診 療 ー 技・極 める
 ● 第 16 回 あマ指師、
はり師、きゅう師、柔
整師試験合格者発表 !!

第 29 号

  ● 賢く医師とつきあう
方法 ～ 五ノ橋クリニッ
ク・山口院長に聞く  ● こ
の秋！技術を深める！ 
読者が選ぶ注目のテク
ニック「オステオパシー」
 ● 手技療法家のための
コミュニケーション術

第 17 号

● 請 求 団 体 を 探 る 2  
● 体 幹 チ ューニ ン グ
Part2   ● 学院紹介  ● 民
間資格の法律的背景

第 30 号

 ● これからの柔整業界
を占う！大島九州男参
院議員（民主党・柔道
整 復 師 小 委 員会 事 務
局長）に聞く  ● “ 自費
治療家 ” に聞く ＣＢＳ
を確立、普及に努める松
原次良氏

第 18 号

 ● 自費導入に成 功し
た 柔 整 師 3 氏による
新春スペシャルトーク
 ● 治療院業界専門の
人材派遣の有効利用

創刊号  　　　売り切れ

 ● 柔整請求団体の現
状と課題  ● 他店舗展
開に成功 ! そのノウハ
ウと秘訣

第 31 号

 ● 求められる医師と
の 連 携 鍼 灸 師 や 柔 整
師などと連 携を実 践す
る 国 際 和 合 医 療 学 会
 ● 鼎 談 自 費 治 療 家
に 聞く 保 険 で はで き
ない技術の習得活用の
ポ イント  ● Twitter や
FaceBook は 治 療 院
PR に有効か？  ● 第 19
回国家試験合格者発
表 柔整合格率は第１回
試験以来最低の 69.3％

第 2 号  　　　 売り切れ

 ● スキルアップのため
の民間スクール  ● まだ
間に合う専門学 校 入
試情報  ● 誰でも分か
る請求業務

第 32 号  　   　売り切れ

 ● 間 違いだらけの 治
療 院 の 経 営 と 運 営 
PCC 主 宰 花 谷 博 幸 氏
 ● 治療院お役 立ち企
業  ● 「請求団体はこう
して決めた」

第 3 号  　　 　売り切れ

 ● 不 正 請 求 の 実 態
 ● 手技療法家のため
の賠償責任保険

第 15 号

 ● 「初歩の会計教室」
番外編 いまさら聞け
ないー超初級会計の
話  ● 必見！自由診療向
け技術セミナー  ● 第
15 回国試合格者

第 4 号 　　　   売り切れ

 ● 整形外科医から見た
柔整師  ● 不正請求の実
態 2  ● 院内内装レイア
ウトのツボ！  ● 成功へ
の道 ウラ技・オモテ技

第 16 号

 ● AT のワザを日常の
手技に取り入れる「座
談 会 アスレティックト
レーナー三巨匠に聞く」
 ● 請 求 団 体 を 探 る
 ● 自由診療に役立つ
機器導入

第 5 号

 ● 覆面座談会 行きた
い・行きたくない治療
院  ● 不正請求の実態
3  ● 柔整専門学校入試
情報

第 6 号  　　 　売り切れ

 ● 不正 請 求の 実 態 4 

 ● 柔道整復試験財団 
卒 後 臨 床研 修が今 年 4
月にスタート  ● 今から
間に合う国 試 対 策ー
柔整編

バックナンバーのご紹介
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●1項目ごとの
読み切り式の

治療院経営の教科書

ひーりんぐマガジンの連載で好評を博している
著者が、治療現場で20年、治療院経営研究会を
主宰して11年で培った経営ノウハウを提供。内容
は１項目ごとの読み切り式で、治療院経営のすべ
てを網羅！治療院経営で迷った時に読み返すこ
とで、激戦業界となった治療院業界において勝
ち抜くヒントが見つかります。花谷博幸著、アニ
モ出版発行。価格2,200円（税別）

同封のアンケートにお答えいただいた方の中から抽選で5名様に
「繁盛治療院のしくみ 214の絶対法則」をプレゼント！ぜひご応募ください!!
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賠 償 責 任 保 障 制 度
ク レ ー ム 対 応 相 談

会員保障制度の主な特徴

TEL : 03-5289-8171　 URL : http://www.jha-shugi.jp/
【事務局】  〒101-0063  東京都千代田区神田淡路町 2-1

施術家向けの賠償責任保険は個人（法人）が選んで契約できるものではありません。 損害保険会社と提携している施術団体に加入（加盟）
している場合に、団体の構成員のみを対象とした賠償責任保険を契約できます。 言い換えれば「どこかに加入しなければ、施術家は賠
償責任保険を検討することすらできない」のです。 JHA は損害保険会社と賠償責任保険包括契約があり、その契約に全会員を被保険
者として登録していますので、 入会すれば自動的に被保険者となります。 有事の際には JHA の指示により対応して頂きます。その上
で JHA は会員より提出された資料を元に損害保険会社とやり取りを行い、 支払いを受ける保険金全額を会員にお支払いしています。 
賠償責任保険を契約しなくても、JHA への入会によって守られる仕組みですので「会員保障制度」と称しています。

施術場所を問いません

日本国内であれば施術場所を問い
ません。治療院・サロン・デイサー
ビス・出張（利用者自宅・宿泊施設）
等どこで施術しても対象になりま
す。また、経営者が異なる複数の
店舗で働いている場合も全ての施
術が対象になります。

当会が認定する国家資格を１つ以上有し､手技療法･民間手技
施術を業として行う方

会員保障制度の内容は、お客様
に施術でケガをさせてしまった
場合だけではありません。誤っ
てお客様の私物を壊してしまっ
た場合や、店舗管理の不備（施
設賠償責任）でお客様等に損害
を与えてしまった場合にも対象
になります。

JHA の保障制度は、施術者の
責任の有無とは別の問題（保険
契約上の都合）により保険金が
支払われないといったことが起
こらないようにするため、「会
員が行った施術が原因である賠
償責任」を保障制度の対象とし
ています。

幅広い施術が対象です

対象は施術事故だけではありません 請求先を問いません

国家資格者が行う民間手技施術
（整体等）も保障制度の対象で
す。また、正会員 B では特定の
民間資格の取得を条件にしてい
ないので、整体師だけでなく治
療助手の方も入会いただけま
す。

手技療法家（国家資格者）対象

【条件】

会員種別 会費（年払いの場合） 会費（月払いの場合）

13,000 円

11,000 円

1,300 円

1,100 円

正会員Ａ

準 会 員

当会が認定する民間手技施術を業として行う方

民間手技施術家（整体・セラピスト等）対象

【条件】

会員種別 会費（年払いの場合） 会費（月払いの場合）

18,000 円 1,800 円正会員Ｂ

※

※
※

当会が認定する国家資格は柔道整復師・鍼師・灸師・あん摩マッサージ
指圧師の 4 資格となります。

入会金および保険料は無料です。会費以外の費用は掛かりません。
学校・治療院における練習およびボランティア活動への参加時の手技は
業とみなされません。

会員種別、会費等のご案内

賠償責任保障制度について

ご不明な点、詳細につきましてはお気軽にお問い合わせ下さい！

本制度は会員の施術をサポートするものです。店舗責任者やオーナーのみ入会頂い
ても、非会員の従業員等が行った施術に起因して会員が賠償責任を負う場合には対
応できません。本会では施術スタッフ全員の入会をお勧めしています。

2014 春
号

平
成
26年

4
月
25
日
発
行
（
季
刊
）

第
12
巻
第
2
号
通
巻
第
4
3
号

発
行

所
　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
日

本
手

技
療

法
協

会
　

〒
111-0051　

東
京

都
台

東
区

蔵
前

2-4-3　
蔵

前
永

谷
ビ

ル
７

Ｆ
定

価
1000

円
（

税
別

）


